
四国中央市
マスコットキャラクター
「しこちゅ～」

四国中央市データ

　　4月末日現在（前月比）

人口  男　42,922人 （+13）

　　  女　45,136人 （-51）

　　  計　88,058人 （-38）

世帯　38,924世帯　 （+50）

特集

立地適正化計画策定

市職員採用試験（後期日程）

まちづくり出前講座

都市計画道路見直し方針策定

表紙：金生川での稚鮎放流事業〔5月 10 日（木）：金生町下分川原田橋付近〕　※ 24 ページに関連記事
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コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
目
指
し
た

立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
今
後
の
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
も
、
市
民
の
生
活
利
便
性
が
確
保
さ
れ
、
生
き
生
き
と
将
来
に
わ
た
っ
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
医
療
・
福
祉
施
設
、
商
業
施
設
や
住
宅
の
立
地
の
集
約
や
誘
導
を
図
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
「
四
国
中
央
市
立
地
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

現 

状

　

本
市
の
人
口
は
、
１
９
９
０
年
の
９
万
７
２
１
５
人
（
合
併

前
４
市
町
村
合
計
人
口
）
を
ピ
ー
ク
に
そ
れ
以
降
減
少
を
続
け
て

お
り
、
２
０
６
０
年
に
は
そ
の
半
数
程
度
の
４
万
９
５
５
８
人
ま

で
人
口
減
少
が
進
む
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）
。

　
立
地
適
正
化
計
画
の
概
要

　

こ
の
計
画
で
は
、
立
地
適
正
化
計
画
区
域
内
に
居
住
を
誘
導
し

人
口
密
度
を
維
持
す
る
「
居
住
誘
導
区
域
」、
医
療
や
福
祉
、
商

業
な
ど
の
都
市
機
能
を
誘
導
す
る
６
か
所
の
「
都
市
機
能
誘
導
区

域
」
と
、こ
の
区
域
に
誘
導
す
る
都
市
機
能
増
進
施
設
で
あ
る
「
誘

導
施
設
」
を
定
め
て
い
ま
す
（
図
２
、
図
３
）。

　

ま
た
こ
の
計
画
は
、
医
療
、
福
祉
、
商
業
、
公
共
交
通
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
、
一
体
的

に
進
め
る
た
め
の
指
針
と
な
る
た
め
、
居
住
や
各
種
生
活
サ
ー
ビ

ス
機
能
の
立
地
を
緩
や
か
に
誘
導
し
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

計
画
の
基
本
方
針

○
持
続
可
能
な
多
極
型
の
集
約
都
市
構
造
を
目
指
す
。

○
歩
行
者
や
自
転
車
な
ど
に
安
全
・
安
心
で
や
さ
し
い
都
市
基
盤

　

の
整
備
を
図
る
。

○
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、
多
様
な
都
市
機
能
を
結
ぶ
公
共
交
通

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

○
交
通
結
節
点
の
強
化
等
に
よ
り
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

　

課
　
題

　

急
速
な
人
口
減
少
、
高
齢
化
社
会
が
予
想
さ
れ
る
中
、
こ
れ
ま

で
一
定
の
人
口
密
度
に
支
え
ら
れ
て
き
た
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

が
困
難
に
な
り
か
ね
な
い
状
況
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

医
療
・
福
祉
施
設
や
商
業
施
設
な
ど
の
集
積
や
公
共
交
通
の
充
実

な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
利
便
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の

周
辺
に
ま
と
ま
っ
て
居
住
を
促
す
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
が
必
要
で
す
。

（人） （％）

四国中央市の人口の推移

推計値

1990 年 に比べ
半数程度に減少

（図 1）

都市機能誘導区域・居住誘導区域（図 2）

①新たな都心部拠点（三島川之江 IC 周辺）

②市街地拠点（JR 川之江駅周辺）

③市街地拠点（JR 伊予三島駅周辺）

⑤地区生活拠点（JR 伊予寒川駅周辺）

⑥地区生活拠点（JR 赤星駅周辺）

④生活拠点（JR 伊予土居駅周辺）

凡例

　　都市機能誘導区域

　　居住誘導区域

　　立地適正化計画区域

（年）



○
開
発
行
為

　

誘
導
施
設
を
有
す
る
建
築
物
の
建
築
目
的
の
開
発
行
為

○
建
築
行
為
な
ど

　

・
誘
導
施
設
を
有
す
る
建
築
物
を
新
築
す
る
行
為

　

・
建
築
物
を
改
築
し
、
ま
た
は
建
築
物
の
用
途
を
変
更
し
て
誘

　

導
施
設
を
有
す
る
建
築
物
と
す
る
行
為

※
誘
導
施
設
は
図
３
の
と
お
り

分野 誘導施設

誘導施設として設定する施設

三島川之

江IC周辺

JR 川 之

江駅周辺

JR伊予三

島駅周辺

JR伊予土

居駅周辺

JR伊予寒

川駅周辺

JR 赤 星

駅周辺

医療 病院
（特定機能病院及び地域医療支援病院を除く）

● ● ● ●

社会

福祉

老人福祉センター ● ● ●

児童館 ● ● ●

発達支援センター ●

認定こども園 ● ● ● ●

教育

文化

図書館 ● ● ●

博物館 ●

劇場、ホール ● ●

商業
大規模小売店舗（1,000 ㎡超） ● ● ● ● ● ●

映画館 ●

金融
郵便局 ● ● ● ●

銀行、信用金庫など ● ● ● ●

行政
市役所 ●

その他の行政施設 ● ● ●

複合 地域交流センター ● ● ● ●

　

誘
導
施
設
の
設
定

　

日
常
生
活
に
必
要
な
施
設
の
う
ち
、
特
に
将
来
に
わ
た
っ
て
維

持
、
確
保
す
る
施
設
と
し
て
設
定
し
、
積
極
的
に
都
市
機
能
誘
導

区
域
へ
誘
導
を
図
る
施
設
で
す
。

　

事
前
届
出

　

立
地
適
正
化
計
画
区
域
内
の
都
市
機
能
誘
導
区
域
外
ま
た
は
居

住
誘
導
区
域
外
で
、
届
出
の
対
象
と
な
る
開
発
や
建
築
な
ど
の
行

為
を
行
う
場
合
、
こ
れ
ら
の
工
事
に
着
手
す
る
日
の
30
日
前
ま
で

に
、
市
長
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

市
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
計
画
は
建
物
の
建
築
な
ど

を
規
制
す
る
も
の
で
は
な
く
、
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
て
、
緩
や
か
な
誘
導
を
目
指

す
も
の
で
す
。

【
都
市
機
能
誘
導
区
域
外
に
お
い
て
届
出
の
対
象
と
な
る
行
為
】

例）病院を建築しようとした場合

　　都市機能誘導区域外に建築する場合届出が必要。

　　しかし、都市機能誘導区域内であっても、伊予寒川駅周辺

　の誘導区域に建築する場合、図 3 のとおり誘導施設として設

　置する施設に病院は設定されていないので届出が必要。なお、

　三島川之江 IC 周辺の誘導区域に建築する場合は、誘導施設

　として設置する施設に病院が含まれているので届出は不要。

【
居
住
誘
導
区
域
外
に
お
い
て
届
出
の
対
象
と
な
る
行
為
】

○
開
発
行
為

　

①
３
戸
以
上
の
住
宅
の
建
築
目
的
の
開
発
行
為

　

②
１
戸
ま
た
は
２
戸
の
住
宅
の
建
築
目
的
の
開
発
行
為
で
、
そ

　
　

の
規
模
が
１
千
平
方
㍍
以
上
の
も
の

○
建
築
行
為
な
ど

　

①
３
戸
以
上
の
住
宅
を
新
築
し
よ
う
と
す
る
行
為

　

②
建
築
物
を
改
築
し
、
ま
た
は
建
築
物
の
用
途
を
変
更
し
て
住

　
　

宅
な
ど
と
す
る
場
合

　

計
画
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
、
届
出
書
の
様
式
な
ど
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
計
画
課
（
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
５
階
）
28
・
６
２
３
１

（図 3）

届出対象のイメージ（建築行為の場合）

届出対象のイメージ（開発行為の場合）

届出対象のイメージ

立地適正化計画区域

居住誘導区域

誘導施設：病院
届出不要

届出必要

届出必要

都市機能誘導区域

誘導施設：
大規模小売店舗

届出必要



平成30年度（後期日程）

四国中央市職員採用試験

試験区分など

職種
試験

区分

採用予定

人員
対象生年月日 学歴資格など

一般事務職 初級 3人程度
平成 5年 4月 2日～

平成 13 年 4 月 1 日

高等学校を卒業した方または、平成 31 年 3 月末までに
卒業見込みの方（4 年制大学を卒業または卒業見込みの
方は除く）

一般事務職

（障がい者）
初級 1人程度

平成元年 4月 2日～

平成 13 年 4 月 1 日

高等学校を卒業した方または、平成 31 年 3 月末までに
卒業見込みの方で次の二つの項目に該当する方
○身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉
　手帳の交付を受けている方で、自力（家族送迎も含む）
　で通勤ができ、介護者なしに業務遂行（1日7時間45分）
　が可能な方
○活字印刷による出題に対応可能な方

技術職（土木） 初級 1人程度
平成 5年 4月 2日～

平成 13 年 4 月 1 日

高等学校を卒業した方または、平成 31 年 3 月末までに
卒業見込みの方（4 年制大学、短期大学、高等専門学校
または専修学校を卒業または卒業見込みの方は除く）

消防職 初級 3人程度
平成 5年 4月 2日～

平成 13 年 4 月 1 日

高等学校を卒業した方または、平成 31 年 3 月末までに
卒業見込みの方（4 年制大学を卒業または卒業見込みの
方は除く）で、普通自動車免許を取得または取得見込み
の方

福祉職 上級 1人程度
昭和 59 年 4 月 2 日

以降

社会福祉士または精神保健福祉士の資格を有する方また
は平成 31 年 3 月末までに取得見込みの方

【第１次試験】
日時：9月 16 日（日）
　　　9：00 ～ 9：30（受付）
場所：消防防災センター 3 階
　　　大会議室

【応募受付期間】
7月 2日（月）～ 7月 31 日（火）

※一般事務職（障がい者）については、障がい

の種別や等級などにより試験時間を変更します

※会場は応募人数によって変更する場合があり

ます

（平日の 8：30 ～ 17：15）

※郵送の場合は 7 月 31 日（火）までの消印が

あるものに限り有効

【応募 /請求 /問い合わせ】
人事課　人事係　0896-28-6004

〒 799-0497　三島宮川 4-6-55

　jinji@city.shikokuchuo.ehime.jp

※内容の変更や追加などがあった場合は、市

ホームページに随時掲載しますので必ずご確認

ください

共通受験資格
○日本国籍を有する方

○地方公務員法第 16 条の欠格条項に該当しない方

○市内に居住する方または、採用後市内に居住可能な方

初任給（月額）
上級：179,200 円

初級：147,100 円

※職歴などがある場合は一定の加算があります

合格発表
　第 1 次試験については、10 月中旬に合否を通知すると

ともに、市役所掲示板に合格者の受験番号を公告します。



　中学生の時に東日本大震災
が発生し、現場で救助活動をす
る消防士を見て消防士になろ
うと決めました。
　祖父が市内に住んでいるため、
小さい頃からなじみのある土地
だったことや、地元よりも人口
規模の大きな四国中央市なら消
防士としていろんな経験を積む
ことができると思い選択しまし
た。日々覚えなければならない
ことが多くて大変ですが、とて
もやりがいを感じています。

消防二課　
松浦竜生（市外出身）

　県外の設計事務所で働いて
いましたが、東日本大震災を
機に、災害時に建築士として
直接的に支援がしたいと思い、
市役所に転職しようと考えま
した。そのうえで自分の身近
な人から助けたい、地元なら
土地勘があり、より役に立つ
ことができると思い四国中央
市役所に決めました。
　就職活動をされるみなさん、
一緒に「みんなで守るまちづ
くり」を考えませんか！

建築住宅課
大久保静香（市内出身）

「四国のまんなか　人がまんなか　
　～人を結ぶ　心を結ぶ　あったか協働都市～」を目指す
四国中央市で働きませんか！

第１次試験
【内容】

○筆記試験

　ア．教養試験（全職種）

　イ．専門試験〔技術職（土木）、福祉職〕

○面接（全職種）

　※個人または集団のいずれかの方法

○性格検査（全職種）

第 2次試験
【期日】10 月下旬の予定

【内容】

○面接試験

　プレゼンテーション試験及び個人面接試験

　※一般事務職（障がい者）は個人面接試験のみ

○作文試験

　※一般事務職（障がい者）は除く

○その他試験

　消防職の体力試験

受験手続き
○申込書などの取得方法

　申込書及び受験票は、6 月 1 日（金）から人事課及び

川之江・土居・新宮窓口センターでお渡しします（市ホー

ムページからダウンロードもできます）。

○申し込み手続き

　申込書及び受験票に必要事項を記入し、人事課へ提出

　してください。

　郵送による申し込みの場合は、封筒の表に「受験申込」

　と朱書きし、必ず宛先を書いて 82 円分の切手を貼っ

　た返信用封筒（長形 3 号封筒）を同封し、簡易書留で

　郵送してください。

　なお、簡易書留の控えは受験票が届かないときの確認

　手段となりますので、受験票が届くまで大切に保管し

　てください。申し込み後、8 月 31 日（金）までに受験

　票が届かない場合は人事課へお問い合わせください。

　※市ホームページからの申し込みはできません

提出書類
○四国中央市職員採用試験申込書（写真貼付）

○受験票（写真貼付）

○申込書別紙及び身体障害者手帳などの写し〔一般事務

　職（障がい者）のみ〕

四
国
中
央
市

♪先輩からのメッセージ♪



まちづくり出前講座まちづくり出前講座
　市では、市民のみなさんへの市政の情報提供と市民参加によるまちづくりなどを目的として「まち
づくり出前講座」を開講しています。多数のみなさんのご利用をお待ちしています。

平成 30 年度出前講座一覧
№ 講座名 担当課

1 特定健診を受けてほしい理由

国保医療課
2 医療費助成の受け方
（こども・重度心身障害者・ひとり親）

3 国民健康保険について

4 後期高齢者医療制度について

5 からだとこころの健康づくり 保健推進課

6 認知症予備軍をチェックしよう
～タッチパネルパソコンを使って～

高齢介護課

7 本当に知ってる？認知症
（認知症サポーター養成講座）※ 60 ～ 90 分

8 介護予防の基本講座

9 地域で貯筋体操
～椅子を使って筋力アップ～

10 高齢者福祉サービスについて

11 介護保険制度　※60～ 90 分

12 知っておきたい障がい福祉施策

生活福祉課13 知的障がい者・精神障がい者の地域
移行について　※60～ 90 分

14 共生社会の実現にむけて
～障害者差別解消法～

15 みんなで子育て見守りたい
（児童虐待防止） こども課

16      発達マイノリティって？
     （発達障がいの正しい理解） 発達支援課

17 身元調査おことわり運動について
※ 20 分 人権施策課

18 固定資産税のしくみ
税務課

19 住民税のしくみ

20 どうなってるの？戸籍・住民票、
マイナンバー制度

市民窓口
センター

21 振り込め詐欺・悪質商法など消費者
トラブル被害防止 市民くらしの

相談課
22 DV（ドメスティック・バイオレンス）

など被害防止

23 観光の目線でわがまち再発見

観光交通課
24

富郷ダム・てらの水のやかた見学ツ
アー（体験）
※平日 10 時から 15 時まで

№ 講座名 担当課

25 予約型乗り合いタクシー「デマンド
タクシー」ご存知ですか？

観光交通課26 高齢者の交通安全

27 正しい自転車の運転について

28 建物を建てる際の基本的なルール

建築住宅課29 確かめよう！わが家の安全
～住宅の耐震～

30 空家等対策の概要

31 みんなで考えよう！人権 !! 生涯学習課

32 考古学最前線
～遺跡が語る宇摩の歴史～

文化・スポー
ツ振興課

33 地下に埋もれた文化財
～遺跡と古墳と埋蔵文化財～

34 親子で歩く古墳めぐり　※ 120 分

35 歴史探訪
～わたしのまちの文化財～

36 ふるさと宇摩の人々
～四国中央市の偉人たち～

37 ごみの分け方・出し方

生活環境課

38 ごみの減量とリサイクル

39 事業系ごみの処理方法

40 ごみの行方（ごみ処理施設見学）
※90分

41 環境問題を地域から考えよう！

42 四国中央市中小企業融資制度
産業支援課

43 四国中央市企業立地奨励金制度

44 地産地消を進めよう「農」と「食」
農業振興課

45 　　　地域で取り組む鳥獣害対策

46 港と共に発展したまち四国中央市 港湾課

47 公共下水道の役割としくみ

下水道課48 下水処理のしくみ

49 浸水対策事業

50 わたしたちの水道 水道総務課

ＮＥＷ

ＮＥＷ

1 講座 30 ～ 60 分程度



№ 講座名 担当課

51 一般救急講習　　※ 60 ～ 90 分
～おぼえよう！応急手当～

消防本部
安全・危機

管理課

52 普通救命講習Ⅰ　　※ 180 分
（主に成人を対象にする心肺蘇生法）

53 普通救命講習Ⅱ　　※ 240 分
（主に成人を対象にする心肺蘇生法）

54
普通救命講習Ⅲ　　※ 180 分
（主に小児・乳児・新生児を対象にす
る心肺蘇生法）

55
　　　救命入門コース   ※ 90 分
　　　～小学校 5・6年生に対する
　　　　心肺蘇生法の授業～

56 地震防災対策講座

57 消防防災センター体験学習講座
※60～ 90 分

58 自分たちのまちは自分たちで守る

59 災害図上訓練（DIG）　　※ 90 ～ 120 分

60 避難所 HUG（避難所運営ゲーム）
※120 ～ 150 分

61 消防署見学 消防署

62 火災予防講座 消防本部
予防課63 消火訓練

64 四国中央市第 2次総合計画
～四国のまんなか　人がまんなか～

政策推進課65 人口ビジョン・総合戦略
～本市の地方創生に向けて～

66 公共施設のあり方を考えよう！
～将来に負担を残さないために～

67 男女共同参画社会の実現をめざして

地域振興課

68 地域コミュニティの活性化について

69 芝生化事業について

70 みんなで育てよう！自治基本条例

71 国際交流って何？

72 愛リバー・愛ロード

建設課73 道路の老朽化対策について

74 法定外公共物について

75 都市計画入門講座 都市計画課

76 広報ができるまで 総務調整課

77 これからの人事政策 人事課

78 市の家計簿 財政課

79 ズームイン議会 議事調査課

80 選挙制度の概要 選挙管理委
員会事務局

 出前講座は平成 29 年度も
　たくさんの人に利用していただきました

　申し込みの多かった講座
　☆消防関係
　○一般救急講習
　　~おぼえよう！応急手当 ~　　　 3,389 人

　○消防防災センター体験学習講座　2,957 人

　○消防署見学　　　　　　　　　　1,346 人

　☆そのほかの講座

　○本当に知ってる？認知症
　　（認知症サポーター養成講座）　　1,004 人

　○からだとこころの健康づくり　　　610 人

　○地域で貯筋体操
　　　～椅子を使って筋力アップ～　　540 人

ＮＥＷ

●利用できる方
　市内に在住・在勤・在学の 10 人以上のグループ・
　団体

●申し込み手順
　①講座一覧から受けたい講座を選択
　②まずは電話で日程などを問い合わせ
　　（開催 1か月前までに）
　③申込書を担当課に提出
　　（人事課または市ホームページで取得）

●問い合わせ先
　消防救命関連講座
　№ 51 ～ 55　　28-6933
　№ 56 ～ 60　　28-6934
　№ 61　　　　 28-9119
　№ 62 ～ 63　　28-6937
　そのほかの講座
　人事課　研修厚生係　28-6004 28-6056

注　　意　
次のような場合は実施できません。
○公の秩序を乱し、または善良な風俗を阻害する
　恐れのあるとき
○政治、宗教、営利を目的とした催しを行う恐れ
　のあるとき
○苦情、不当な要求、要望など出前講座の目的に
　反し、利用が適当でないとき

「地域で貯筋体操」講座の様子



都市計画道路見直し方針を策定

都
市
計
画
道
路
と
は

　

都
市
計
画
道
路
は
、
都
市
の
骨
格
を
形
成
し
、
安
心
で

安
全
な
市
民
生
活
と
機
能
的
な
都
市
活
動
を
確
保
す
る
、

都
市
交
通
に
お
け
る
最
も
基
幹
的
な
都
市
施
設
と
し
て
都

市
計
画
法
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
た
道
路
で
す
。

　
人
や
物
資
を
移
動
さ
せ
る
た
め
の
交
通
空
間
で
あ
る
と

と
も
に
、
人
々
が
集
い
、
語
ら
い
、
子
ど
も
が
遊
ぶ
と
い
っ

た
日
常
の
生
活
空
間
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
火
災
や
地

震
な
ど
の
災
害
時
に
は
、
避
難
路
と
し
て
の
役
割
や
延
焼

を
食
い
止
め
る
防
火
帯
の
役
割
を
持
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
各
種
都
市
施
設
を
設
置
す
る

た
め
の
収
容
空
間
と
し
て
の
役
割
も
持
っ
て
い
ま
す
。

現
状
と
課
題

　

本
市
の
都
市
計
画
道
路
は
30
路
線
あ
り
ま
す
。
そ
の
う

ち
８
割
の
24
路
線
が
、
昭
和
20
年
代
中
ご
ろ
か
ら
30
年
代

前
半
に
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
初
決
定
か
ら
半
世
紀

以
上
経
過
し
て
も
な
お
整
備
さ
れ
て
い
な
い
路
線
が
数
多

く
残
さ
れ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
長
期
未
着
手
の
都
市
計
画
道
路
の
路
線
上

の
土
地
の
所
有
者
は
、
長
期
に
わ
た
り
都
市
計
画
法
の
規

定
に
よ
る
建
築
制
限
を
受
け
て
お
り
、
以
前
か
ら
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

平成 27 年 7 月に完成した中曽根三島港線

見
直
し
の
必
要
性

見
直
し
方
針

○
社
会
情
勢
の
変
化

　
こ
れ
ま
で
の
都
市
計
画
道
路
は
、
人
口
増
加
や
市
街
地

の
拡
大
を
前
提
と
し
て
計
画
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

今
後
は
人
口
減
少
や
将
来
推
計
交
通
量
の
減
少
な
ど
、
社

会
情
勢
が
変
化
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
未
整
備
の
都
市
計

画
道
路
に
つ
い
て
、
改
め
て
そ
の
必
要
性
を
見
直
す
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
地
権
者
へ
の
建
築
制
限

　
必
要
性
が
低
下
し
、
整
備
の
見
込
み
が
な
い
都
市
計
画

道
路
に
お
い
て
、
都
市
計
画
法
に
よ
る
建
築
制
限
を
継
続

す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
期
未
着
手
の
路
線
の
う
ち
、
９
路
線
を
廃
止
予
定
路

線
と
し
た
ほ
か
、
２
路
線
を
線
形
変
更
の
検
討
が
必
要
な

課
題
の
あ
る
路
線
と
し
、
今
後
住
民
の
み
な
さ
ん
や
関
係

機
関
と
調
整
を
行
っ
た
後
、
変
更
を
行
う
方
針
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
塩
谷
川
東
線
（
国
道
11
号
バ
イ
パ
ス
）
は
、

今
年
度
線
形
を
含
め
た
変
更
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
廃
止
予
定
路
線(

９
路
線
）】

下
柏
村
松
線
、
中
曽
根
下
柏
線
、
中
央
町
線
、
宮
北
線
、

具
定
国
道
線
、
寒
川
江
之
元
線
、
井
地
金
川
線
、
土
居
中

下
線
、
駅
前
農
人
町
線

【
課
題
の
あ
る
路
線
】
中
央
村
松
線
、
駅
前
平
木
線

【
変
更
が
予
定
さ
れ
て
い
る
路
線
】
塩
谷
川
東
線

市では平成 28 年度から都市計画道路の見直しを行い、今年 3 月 30 日に「四国中央市都市計画道路見

直し方針」を策定しました。

見
直
し
が
行
わ
れ
た
路
線

都市計画課（消防防災センター 5階）
28-6231

住民説明会
公聴会のお知らせ

　廃止予定路線となった都市

計画道路の都市計画の変更

（廃止）について、住民説明

会及び公聴会を開催します。

【住民説明会】

　6/12（火）19：00 ～

　消防防災センター 3階

　大会議室

　6/13（水）19：00 ～

　川之江ふれあい交流センター

　2階　会議室 3

【公聴会】

　6/27（水）19：00 ～

　消防防災センター 5階

　会議室 501

※公聴会での案件の概要など

は開催 2 週間前までに公告し

ます

※公聴会に出席して意見を述

べようとする方は、事前に意

見の要旨などを書面にて提出

する必要があります

※どなたでも傍聴できます

※公聴会に出席して意見を述

べようとする方がいない場合

は、開催を中止します。中止

の場合は前日までに市ホーム

ページでお知らせします

塩谷川東線
（国道 11 号ﾊﾞｲﾊﾟｽ）

寒川江之元線
具定国道線

宮北線

中央町線

中曽根下柏線

下柏村松線

土居中下線

井地金川線

駅前農人町線

中央村松線

駅前平木線

（赤）廃止予定路線
（青）課題のある路線
（緑）変更が予定されている路線



…
日
時

…
場
所

…
内
容

…
対
象
者

…
定
員

…
持
参
品

…
募
集
期
限
・
期
間

…
申
込
方
法
・
申
込
先

…
参
加
費

…
講
師

…
ほ
か
の
情
報

…
フ
ァ
ク
ス
番
号

…
問
い
合
わ
せ
先

…
Ｅ
メ
ー
ル

　

市
議
会
６
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
四
国
中
央
市
議
会
第
２
回
定
例

会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
予
定
で
す
。

　

議
事
調
査
課  

28
・
６
０
４
８

※定例会日程は変更される場合があります。市ホームペー
ジや議事調査課でご確認ください

 6 月 5 日（火）10：00 ～ 本会議（初日）

 6 月 12 日（火）10：00 ～ 本会議（一般質問）

 6 月 13 日（水）10：00 ～ 本会議（一般質問）

 6 月 14 日（木）10：00 ～ 本会議（一般質問）

 6 月 15 日（金）  9：30 ～ 常任委員会（総務市民）

13：00 ～ 常任委員会（教育厚生）

 6 月 18 日（月）  9：30 ～ 常任委員会（産業建設）

 6 月 22 日（金）10：00 ～ 本会議（最終日）

お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
度　

成
人
式

新
宮
地
域

　

８
月
14
日
（
火
）
10
時
～

　

新
宮
公
民
館

川
之
江
地
域

　

１
月
６
日
（
日
）
13
時
～

　

市
民
会
館
川
之
江
会
館

三
島
地
域

　

１
月
６
日
（
日
）
13
時
～

　

福
祉
会
館

土
居
地
域

　

１
月
６
日
（
日
）
13
時
～

　

土
居
文
化
会
館
（
ユ
ー
ホ
ー
ル
）

　

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
方

※
対
象
者
に
は
、
新
宮
地
域
は
６
月
、
そ
の

他
の
地
域
は
11
月
に
、
は
が
き
で
ご
案
内
し

ま
す
。
就
職
や
進
学
な
ど
の
た
め
市
外
に
住

民
票
が
あ
る
方
で
、
出
席
を
希
望
す
る
場
合

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

生
涯
学
習
課　

28
・
６
０
４
６

　

平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者

　

歯
科
口
腔
健
康
診
査

　

お
口
の
健
康
は
、
お
い
し
い
食
事
、
楽
し

い
会
話
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
身
の
健
康

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
受
診
期
間
中
は
無
料

（
１
回
の
み
）
で
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
、
ぜ
ひ
歯
科
口
腔
健
診
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

問
診
、
歯
の
状
態
確
認
、
口
の
中
の
健
診
、

保
健
指
導

　

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

※
病
院
な
ど
に
６
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院

し
て
い
る
方
や
、
障
害
者
支
援
施
設
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
所
・
入
居
し
て
い

る
方
は
対
象
外

　

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ク
ー
ポ
ン
券
、
受

診
票
、
質
問
紙
、
実
施
歯
科
医
院
一
覧
表
を

郵
送
し
ま
す
。

※
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
受

診
を
お
勧
め
す
る
方
に
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
な

ど
を
送
付
し
て
い
ま
す

受
診
期
間

　

６
月
１
日（
金
）～
平
成
31
年
２
月
28
日（
木
）

受
診
方
法

　

ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
が
届
い
た
ら
、
事
前
に

電
話
な
ど
で
健
診
実
施
歯
科
医
院
に
ご
予
約

の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

○
無
料
で
の
健
診
は
期
間
中
に
１
回
の
み
で

　

す
。
重
複
受
診
が
判
明
し
た
場
合
は
、
費

　

用
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
歯
科
口
腔
健
診
は
無
料
で
す
が
、
そ
の
後

　

に
治
療
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合
は
有
料
と

　

な
り
ま
す
。

　
　

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

０
８
９
・
９
１
１
・
７
７
３
９

　

０
８
９
・
９
１
１
・
７
７
３
５

　

info@ehime-kouiki.jp

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

　

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
保
険

料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
金

融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う
え
、

納
め
忘
れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
当
月
分
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替

納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
月
々
50
円
割
引
さ

れ
る
早
割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引

額
が
多
い
６
か
月
・
１
年
・
２
年
前
納
も
あ

り
、
大
変
お
得
で
す
。

　

金
融
機
関
の
通
帳
と
お
届
け
印
、
年
金
手
帳

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
各
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

新
居
浜
年
金
事
務
所

　

０
８
９
７
・
35
・
１
３
０
０

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー　

28
・
６
０
１
８

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

　

の
年
度
更
新
が
始
ま
り
ま
す

　

手
続
き
期
間
は
、
６
月
１
日
（
金
）
か
ら

７
月
10
日
（
火
）
ま
で
で
す
。
電
子
申
請
（
電

子
政
府
の
総
合
窓
口
「
ｅ-

Ｇ
ｏ
ｖ
」）
を

ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
24
時

間
、
申
告
・
納
付
が
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

愛
媛
労
働
局　

労
働
保
険
徴
収
室

　

０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
２



　

こ
こ
ろ
の
病
気
を
学
ぶ
研
修
会

共
に
生
き
る

～
ひ
と
り
ひ
と
り
が
輝
く
街
づ
く
り
～

　

６
月
30
日
（
土
）
14
時
～
16
時

　

川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階　

会
議
室

　

10
年
間
、
岡
山
県
で
中
学
生
に
精
神
保
健

福
祉
を
実
践
さ
れ
て
い
る
田
淵
泰
子
さ
ん
に

よ
る
講
演

　

無
料

　

社
会
福
祉
法
人
光
と
風　

地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
風
楽
里　

58
・
７
０
３
３

　

一
部
の
市
県
民
税
納
税
通
知
書
が

　

変
わ
り
ま
す

　

口
座
振
替
及
び
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
で
納
付
さ
れ
る
方
の
納
税
通
知
書
を
、
従

来
の
冊
子
型
（
封
書
で
郵
送
）
か
ら
左
記
の

よ
う
な
圧
着
封
筒
型
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
通
知
書
に
表
記
さ
れ
て
い
る
内
容

は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

税
務
課　

市
民
税
係　

28
・
６
０
０
９

◆
障
害
児
福
祉
手
当
制
度
（
所
得
制
限
あ
り
）

　

一
定
以
上
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活

で
い
つ
も
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
20
歳
未

満
の
児
童

※
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

◆
特
別
障
害
者
手
当
制
度
（
所
得
制
限
あ
り
）

　

重
度
の
障
が
い
が
二
つ
以
上
重
複
す
る
な

ど
、
日
常
生
活
で
い
つ
も
特
別
な
介
護
を
必

要
と
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
方

※
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
な
い
こ

と
、
ま
た
は
病
院
な
ど
に
３
か
月
以
上
入
院

し
て
い
な
い
こ
と

　
　

生
活
福
祉
課　
　

28
・
６
０
２
３

　

川
之
江
福
祉
窓
口　

28
・
６
１
８
２

　

土
居
福
祉
窓
口　
　

28
・
６
３
２
１

　

新
宮
福
祉
窓
口　
　

28
・
６
４
０
３

ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童
、
父
ま
た

は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
、
母

が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童
、
父
母

と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童

※
対
象
児
童
が
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
な
い
こ
と
、
事
実
婚
の
状
態
に
な
い
こ
と

支
給
期
間

　

児
童
の
18
歳
の
誕
生
日
以
後
、
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
（
心
身
に
中
程
度
以
上
の
障
が

い
が
あ
る
児
童
は
20
歳
に
な
る
ま
で
）

認
定
請
求
（
所
得
制
限
あ
り
）

　

手
当
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

　

精
神
や
身
体
に
中
程
度
以
上
の
障
が
い
が

あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

※
対
象
児
童
が
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
な
い
こ
と

支
給
期
間

　

児
童
が
20
歳
に
な
る
ま
で

認
定
請
求
（
所
得
制
限
あ
り
）

　

手
当
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
災
害
遺
児
福
祉
手
当
制
度

　

災
害
に
よ
る
遺
児
の
保
護
者
に
対
し
て
県

及
び
市
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
（
所
得
な
ど
の

条
件
あ
り
）。

　
　

こ
ど
も
課　
　
　

28
・
６
０
２
７

　

川
之
江
福
祉
窓
口　

28
・
６
１
８
２

　

土
居
福
祉
窓
口　
　

28
・
６
３
２
１

　

新
宮
福
祉
窓
口　
　

28
・
６
４
０
３

　

６
月
は
児
童
手
当
現
況
届
の
月
で
す

◆
児
童
手
当
制
度

　
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
る
方
は
、
毎
年
６

月
に
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
該
当
者
に
は
６
月
中
旬
ご
ろ
に
現
況
届

を
送
付
し
ま
す
。

　

中
学
校
修
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

支
給
額
（
月
額
）

○
３
歳
未
満
の
児
童　

１
万
５
千
円

○
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
児
童

　

第
１
子
・
第
２
子　

１
万
円

　

第
３
子
以
降　

１
万
５
千
円

○
中
学
生　

１
万
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
所
得
制
限
限
度
額
以

上
の
方
は
、
特
例
給
付
と
し
て
児
童
１
人
あ

た
り
５
千
円
の
支
給
と
な
り
ま
す

認
定
請
求

　

出
生
、
転
入
な
ど
に
よ
り
新
た
に
受
給
資

格
が
生
じ
た
場
合
、「
児
童
手
当
認
定
請
求

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
（
公
務
員
は
勤
務

先
に
提
出
）。

◆
児
童
扶
養
手
当
制
度

　

父
母
の
離
婚
や
死
亡
な
ど
で
父
ま
た
は
母

が
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
ま
た
は

母
、
あ
る
い
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方

支
給
対
象
と
な
る
児
童

　

父
母
が
離
婚
し
た
児
童
、
父
ま
た
は
母
が
死

亡
し
た
児
童
、
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

を
持
つ
児
童
、
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童
、
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る
児
童
、
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か

　

第
23
回
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

　

推
進
県
民
大
会

　

６
月
20
日
（
水
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル　

サ
ブ
ホ
ー
ル

　

大
森
美
香
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
あ
さ
が
来
た
」
脚
本
家
）
に
よ
る
基
調

講
演
、
ひ
め
ボ
ス
グ
ラ
ン
プ
リ
の
受
賞
例
に

関
す
る
対
談

　

８
０
０
名
（
先
着
順
）

　

無
料

　

託
児
あ
り
（
６
か
月
～
就
学
前
、
要
事
前

申
し
込
み
）

　
　

県
男
女
参
画
・
県
民
協
働
課

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
３
２

見本



　

「
市
民
便
利
帳
」
と
別
冊
「
防
災
タ

　

ウ
ン
ペ
ー
ジ
」
を
発
行
し
ま
す
！

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
株
式
会
社
が
企

画
・
編
集
す
る
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
愛
媛
県
東

　

個人情報保護の運用状況
区分 件数

個人情報の目的外利用　※ 2 2,435
個人情報の外部提供　※ 3 7,018

※ 2　市の実施機関の内部で利用
※ 3　所掌事務の遂行または公益上必要なため、市から教育委員会などへ提供

　総務調整課　28-6002

請求件数 決定の状況 不服申し立て

個人情報の
開示

5

開示 0

0

部分開示　※ 4 1
不開示 2
存否応答拒否 0
不存在 2
取り下げ 0

個人情報の
訂正

0
訂正 0

0不訂正 0
取り下げ 0

個人情報の
利用停止

0
利用停止 0

0利用不停止 0
取り下げ 0

※ 4　個人情報及び法人などの情報・印影を除いて開示

( 件 )

情報公開の実施状況
請求件数 決定の状況 不服申し立て

55

公開 16

0
部分公開　※ 1 34
非公開（文書不存在）  2
取り下げ  3

※ 1　個人情報及び法人などの情報・印影を除いて公開

( 件 )

平成 29 年度情報公開・個人情報保護制度の運用状況

予
版
＋
四
国
中
央
市
市
民
便
利
帳
」
と
、
別

冊
「
防
災
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」
が
発
行
さ
れ
ま

す
。

　

各
種
届
出
に
関
す
る
情
報
、
年
金
や
保
険

制
度
、
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
本
市

で
の
生
活
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
と
、

い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
防
災
情
報
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
初
旬
か
ら
、
順
次
皆
さ
ま
の
ご
家
庭

に
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

０
１
２
０
・
５
０
６
３
０
９

　

（
受
付
時
間　

平
日
９
時
～
17
時
）

　

医
療
費
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

◆
こ
ど
も
（
乳
幼
児
）
医
療
費
助
成

（
事
前
申
請
必
要
）

　

０
歳
～
15
歳
（
中
学
３
年
生
ま
で
）

◆
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

（
事
前
申
請
必
要
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
及
び
児
童
、

準
ひ
と
り
親
家
庭
（
祖
母
ま
た
は
祖
父
と
孫
、

姉
ま
た
は
兄
と
弟
妹
）、
父
母
の
な
い
児
童

※
原
則
と
し
て
児
童
は
20
歳
未
満
。
た
だ
し
、

学
校
教
育
法
第
１
条
に
定
め
る
学
校
に
就
学

中
の
方
ま
た
は
一
定
以
上
の
障
が
い
が
あ
る

方
は
、
引
き
続
き
児
童
と
み
な
し
ま
す

※
所
得
税
課
税
世
帯
の
方
は
原
則
対
象
外

（
所
得
税
課
税
世
帯
で
も
対
象
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

◆
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成

（
事
前
申
請
必
要
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級
の
い
ず
れ

　

か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

○
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
交
付
を
受
け
て

　

い
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
～
６
級
と
療
育
手

　

帳
Ｂ
の
両
方
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

※
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
ま
た
は
療
育
手
帳

Ｂ
の
ど
ち
ら
か
の
み
を
お
持
ち
の
方
で
、
所

得
税
課
税
世
帯
の
方
は
原
則
対
象
外
（
所
得

税
課
税
世
帯
で
も
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※
い
ず
れ
の
医
療
費
助
成
も
、
生
活
保
護
法

に
よ
る
医
療
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
や
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
対
象
に
な

り
ま
せ
ん

※
保
険
適
用
外
の
診
療
は
助
成
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん

※
入
院
な
ど
で
高
額
の
医
療
費
が
か
か
る
と

見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
必
ず
加
入
さ
れ
て
い

る
健
康
保
険
で
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を

取
得
し
、
医
療
機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い

※
申
請
に
必
要
な
も
の
や
制
度
の
利
用
方
法

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
各
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

国
保
医
療
課　

福
祉
医
療
係

　

28
・
６
０
１
７

～
子
ど
も
の
急
病
な
ど
で
迷
っ
た
ら
～

小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

夜
間
や
休
日
の
お
子
さ
ん
の
急
な
け
が

や
病
気
に
ど
う
対
処
し
た
ら
い
い
の
か
、

病
院
の
診
察
を
受
け
た
方
が
い
い
の
か
な

ど
の
判
断
に
迷
っ
た
時
に
、
医
師
や
看
護

師
な
ど
に
電
話
で
相
談
で
き
ま
す
。

相
談
電
話
番
号

　

＃
８
０
０
０
（
携
帯
・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）

　

ま
た
は

　

０
８
９
・
９
１
３
・
２
７
７
７

受
付
時
間

　

毎
日
19
時
～
翌
朝
８
時



消防救助技術署内選考会　（レスキュー競技会 2018）

　第 47 回消防救助技術四国地区指導会への出場を

かけた署内選考会を公開します。

　本市消防本部で初めて実施する「乗り越える」「登

る」「濃煙を通過する」など、災害現場のさまざま

な障害を想定した種目「障害突破」のほか、特別救

助隊による訓練展示も実施します。

　選考会の後には、防災学習コーナーや消防車両の

見学もできます。

　6/23（土）9：30 ～

※荒天時は 6/24（日）に順延

　消防防災センター　救助訓練施設

※駐車場は、消防防災センター東側や三島図書館東

側の駐車場などをご利用ください

　写真及びビデオ撮影可能です。会場では、係員の

指示に従ってください。

　消防防災センター　28-9119

昨年の消防救助技術署内選考会の様子

　

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

　

梅
雨
の
時
期
は
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
に

よ
っ
て
、
地
滑
り
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
土
砂

災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

○
テ
レ
ビ
な
ど
の
気
象
情
報
、
防
災
情
報
に

　

注
意
す
る
。

○
家
の
周
り
の
急
傾
斜
地
な
ど
、
危
険
な
場

　

所
を
確
認
し
て
お
く
。

○
「
お
か
し
い
な
」「
危
な
い
な
」
と
思
っ

　

た
ら
早
め
に
避
難
す
る
。

　

建
設
課　

28
・
６
０
３
４

　

土
の
う
用
砂
置
き
場
を

　

設
置
し
て
い
ま
す

　

台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
に
備
え
、
ご
家
庭

で
土
の
う
が
必
要
な
場
合
は
、
左
記
の
３
か

所
に
土
の
う
用
の
砂
を
配
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
事
前
の
防
災
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

川
之
江
地
域

　

川
之
江
文
化
セ
ン
タ
ー
北
側
車
庫
前

三
島
地
域

　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
西
側
駐
車
場

土
居
地
域

　

消
防
署
西
分
署
南
側
駐
車
場

注
意
事
項

○
土
の
う
袋
、
ス
コ
ッ
プ
は
各
家
庭
で
準
備

　

し
て
く
だ
さ
い
。

○
台
風
接
近
時
に
は
、
砂
置
き
場
が
混
雑
す

　

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の

　

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
企
業
な
ど
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
企
業
防

　

災
と
し
て
ご
努
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

　

願
い
し
ま
す
。

　

安
全
・
危
機
管
理
課　

28
・
６
９
３
４

消防防災センター
西側駐車場

消防防災
センター

駐車場

車
庫

西分署
車庫

土居窓口センター・
消防署西分署

車庫

駐車場

消防団
詰所

消防署西分署
南側駐車場

川之江文化センター
北側車庫前

川之江
文化

センター旧川之江
庁舎

駐
車
場

車
庫



クリーンデーごみ集積場所（のぼり設置）

川之江地区
東部埋立緑地帯・二名集会所・余木崎神社・浜公園管
理棟・旧川之江公民館・旧川之江市民プール入口・川
之江コミュニティセンター・川之江西老人集いの家

金生地区
生きがい研修センター・かわのえテニスセンター・
山田井橋東側・住吉公園・栄橋通公園・川之江文化
センター

上分地区 向山グラウンド入口・上分公民館・川之江南中学校

妻鳥地区
妻鳥公民館・JA プリエール川之江（11 号バイパス
歩道）・東宮山入口・平木集会所・ 新浜会館

金田地区
金田保育園・東金川橋・熊野三所神社・熊野神社西
50 ｍステーション・森と湖畔の公園中央広場

川滝地区
下川地区

不動橋・川滝公民館・葱尾ふれあい広場（旧葱尾保
育園）・下川集会所

柴生地区 新田神社入口・郷戸橋

松柏地区
戸川公園・松柏公民館・村松老人憩いの家・一貫田
集会所

三島地区
三島中央公園・西参道公園・上町集会所・東町自治
会館・金子踏切・三島紙屋町オイル置き場東側

中曽根地区
三島公園入口・六塚集会所・中曽根公民館・中曽根
八幡神社

中之庄地区
具定地区

金子ブルータウン集会所・伊予三島運動公園体育館
（南側）・中之庄公民館・今宮神社（西側）・光明薬師堂・
具定三島神社・荒神の森

寒川地区
東寒川集会所・寒川公民館・中部集会所・三島西部
地区コミュニティセンター・西寒川集会所・ふれあ
いビーチ西交差点

豊岡地区
大町集会所・実相寺入口・豊岡公民館・山の神公園・
豊岡ゲートボール場

長津地区 公民館が指定する場所（津根・野田）

小富士地区 公民館が指定する場所（中村・小林・藤原）

蕪崎地区 公民館が指定する場所（蕪崎）

土居地区 公民館が指定する場所（土居・入野・畑野・浦山）

天満地区 公民館が指定する場所（天満）

関川地区 公民館が指定する場所（上野・北野）

　

ク
リ
ー
ン
デ
ー
・
ふ
る
さ
と
運
動

　

〔
７
月
１
日(

日)

７
時
30
分
～
９
時
〕

　

市
内
（
新
宮
・
嶺
南
地
域
を
除
く
）
の
道

沿
い
や
広
場
な
ど
の
公
共
の
場
所
を
対
象

に
、
ご
み
の
一
掃
作
戦
を
行
い
ま
す
。
ご
み

袋
は
生
活
環
境
課
・
各
窓
口
セ
ン
タ
ー
・
各

公
民
館
で
配
布
し
ま
す
。

　

集
め
た
空
き
缶
・
空
き
瓶
は
最
寄
り
の
ご

み
集
積
場
所
（
左
表
参
照
）
に
持
ち
寄
っ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
土
居
地
域
の
集
積
場
所

は
、
各
公
民
館
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
１
５

　

定
期
収
集
に
お
け
る

　

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

　

割
れ
た
ガ
ラ
ス
や
包
丁
、
ナ
イ
フ
な
ど
危

険
な
も
の
は
、
紙
に
包
ん
で
「
危
険
」
と
書

い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
１
５

　

狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

ま
だ
狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種
し
て
い
な

い
犬
は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
な
ど
で
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
90
日
を
経

過
し
た
犬
は
、
生
涯
に
１
度
の
登
録
と
毎
年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

生
活
環
境
課

　

28
・
６
１
４
５

　

自
衛
隊
就
職
説
明
会

　

６
月
18
日
（
月
）
18
時
～
19
時

　

福
祉
会
館
３
階　

会
議
室
１

　

仕
事
内
容
や
勤
務
体
系
、
福
利
厚
生
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

　

０
８
９
７
・
32
・
５
３
９
６

　

狩
猟
免
許
更
新
に
か
か
る

　

適
性
試
験
な
ど
の
お
知
ら
せ

　

狩
猟
免
許
は
３
年
ご
と
に
更
新
が
必
要
で

す
。
平
成
27
年
に
狩
猟
免
許
を
取
得
さ
れ
た

方
は
、
今
年
度
が
更
新
時
期
で
す
。

第
１
回

　

７
月
12
日
（
木
）
９
時
～

　

県
産
業
技
術
研
究
所
紙
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー　

研
修
室

第
２
回

　

７
月
26
日
（
木
）
９
時
～

　

土
居
文
化
会
館
（
ユ
ー
ホ
ー
ル
）
２
階　

大
会
議
室

　

狩
猟
免
許
の
有
効
期
間
が
平
成
30
年
９
月

14
日
に
満
了
す
る
方

※
提
出
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

　
　

県
四
国
中
央
森
林
林
業
振
興
班

　

23
・
２
３
９
３



「あったかなまちづくり活動支援事業」についてのお知らせ
～市民活動団体が自主的・主体的に取り組む公益的なまちづくり活動を支援します！～

◆一次募集の審査結果

　応募のあった事業について、4月 20 日（金）に審査会を行い、下記の結果となりました。

○みんなで取り組む、あったかしこちゅ～まちづくり事業コース

団体名 事業名 補助限度額

 法皇青年会議所  Love shikochu 　Love earth 400,000 円

 NPO 法人カノン  知ってね♪障がいのこと　みんなで楽しむカノン♪みゅーじっくカーニバル 309,000 円

 ユアーズ DIO  しこちゅー友遊ライブ 315,000 円

◆二次募集を行います！

やってみよう！まちづくり事業コース

　補助上限額 10 万円（補助率最大 5割）

※事業範囲は公民館区域以上とし、小規模な事業も対象です

　7/20（金）17：15 まで

　地域振興課に備え付けの応募用紙に必要事項を記入し、持参してください。応募用紙の電子データが必要

な方は、Eメールでご連絡ください。

※制度の説明や書類の作成方法など、気軽にご相談ください

　　地域振興課　28-6014（市役所 3階）

　matidukuri@city.shikokuchuo.ehime.jp

　

み
き
ゃ
ん
公
式

　

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
・
ダ
ン
ス
完
成
！

　

県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
み
き
ゃ
ん
」
の
公
式
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
・
ダ

ン
ス
「
み
き
ゃ
ん
と
愛
媛
の
い
ー
よ
か
ん
！
」

が
完
成
し
ま
し
た
。
愛
媛
の
魅
力
た
っ
ぷ
り

の
曲
で
、
お
子
さ
ま
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
全

世
代
が
楽
し
く
体
を
動
か
せ
る
ダ
ン
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
み
き
ゃ
ん
の
か
ん

募　

集

　

市
営
住
宅
（
入
居
可
能
空
き
家
）
の

　

入
居
者
募
集

　

こ
れ
ま
で
の
市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
は

空
き
家
待
ち
の
募
集
で
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
は
、
入
居
可
能
と
な
っ
た
空
き
家
へ
の

入
居
者
募
集
と
な
り
ま
す
。
期
間
内
に
申
し

込
み
を
さ
れ
た
方
を
対
象
に
公
開
抽
選
を
行

い
、
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。
公
開
抽
選
は
、

７
月
下
旬
ご
ろ
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

入
居
者
を
募
集
す
る
住
宅
な
ど
の
詳
細

は
、
広
報
７
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

７
月
２
日
（
月
）
～
７
月
13
日
（
金
）

　

８
時
30
分
～
17
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

注
意
事
項

○
所
得
条
件
や
、
地
方
税
な
ど
に
滞
納
が
な

　

く
、
暴
力
団
対
策
法
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
な
ど
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
申

　

込
資
格
が
あ
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
は
、
募
集
す
る
市
営
住
宅
の
う

　

ち
１
か
所
と
な
り
ま
す
。

　
　

建
築
住
宅
課　

28
・
６
１
８
４

　

（
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
５
階
）

　

ふ
る
さ
と
の
手
づ
く
り
の
味

　

ふ
る
さ
と
小
包
（
夏
便
）

　

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
や
故
郷
を
離
れ

て
暮
ら
し
て
い
る
方
へ
、
新
宮
町
の
ふ
る
さ

と
の
味
と
香
り
を
詰
め
た
「
ふ
る
さ
と
小
包

（
夏
便
）」
は
い
か
が
で
す
か
。

　

み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
、
茶
そ
ば
、
フ
キ
み
そ
、

羊よ
う
か
ん羹

、
乾ほ

し
し
い
た
け
、
煎
茶
、
梅
干
し
の

７
品
（
ク
ー
ル
便
）

　

６
月
１
日
（
金
）
～
６
月
22
日
（
金
）

　

８
時
30
分
～
17
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

　

１
箱
４
２
８
０
円
（
消
費
税
・
送
料
込
み
）

※
運
賃
変
更
に
伴
い
、
今
回
か
ら
や
む
を
得

ず
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

個
数　

１
２
０
個
限
定

発
送
日　

７
月
18
日
（
水
）

　
　

新
宮
ふ
る
さ
と
友
の
会
事
務
局
（
観
光

交
通
課
内
）　

28
・
６
１
８
７

づ
め
」
か
ら
視
聴
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

県
広
報
広
聴
課

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
４
１



　

自
動
販
売
機
設
置
業
者
募
集

期
間　

７
月
中
旬
～
８
月
下
旬
（
海
水
浴
場

開
設
期
間
中
）

　

寒
川
豊
岡
海
浜
公
園
ふ
れ
あ
い
ビ
ー
チ
内

で
市
が
指
定
す
る
場
所

予
定
数　

自
動
販
売
機　

７
台

条
件
な
ど　

１
業
者
３
台
ま
で
（
電
気
の
み

使
用
す
る
も
の
）

使
用
料　

１
平
方
㍍
あ
た
り
１
日
10
円
（
別

途
、
実
費
電
気
料
金
が
必
要
）

　

６
月
15
日
（
金
）
ま
で

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

　
　

観
光
交
通
課　

28
・
６
１
８
７

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

夏
休
み
期
間
中
の
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　

市
内
各
小
学
校
に
設
置
し
て
い
る
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
で
、
子
ど
も
の
安
全
を
考
え
な

が
ら
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
指
導
し
た
り
す
る

な
ど
、
指
導
員
の
補
助
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

期
間　

７
月
23
日
（
月
）
～
８
月
31
日
（
金
）

※
期
間
中
で
あ
れ
ば
、
２
週
間
～
３
週
間
程

度
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す

勤
務
日　

期
間
中
の
月
曜
日
～
金
曜
日

勤
務
時
間　

８
時
～
13
時
・
13
時
～
18
時

※
１
時
間
の
休
憩
後
、
５
時
間
以
上
の
勤
務

も
可
能
で
す
。
ま
た
、
午
前
の
み
、
午
後
の

み
の
勤
務
も
可
能
で
す

待
遇　

時
給
８
２
０
円

※
雇
用
保
険
、
通
勤
手
当
、
有
給
休
暇
は
あ

り
ま
せ
ん

　

25
名
程
度

　

７
月
13
日
（
金
）
ま
で

※
ま
ず
は
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

こ
ど
も
課　

28
・
６
０
２
７

　

初
心
者
向
け
手
話
教
室
受
講
生
募
集

　

手
話
を
勉
強
し
た
い
方
、
手
話
を
通
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
た
い
方
、
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
手
話
サ
ー
ク
ル
つ
く
し

　

７
月
20
日
～
８
月
24
日
（
毎
週
金
曜
日
・

全
６
回
）
19
時
30
分
～

　

福
祉
会
館
１
階　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

　

小
学
生
以
上

※
学
生
は
保
護
者
の
送
迎
が
可
能
な
方

　

20
名
程
度

　

無
料

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
運
営
委
員
募
集

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
適
正
か
つ
円
滑

な
運
営
を
図
る
た
め
、
学
校
給
食
共
同
調
理

場
運
営
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期　

８
月
１
日
～
（
１
年
間
）

報
酬　

審
議
会
１
回
に
つ
き
７
２
０
０
円

応
募
要
件

○
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
20
歳
以
上
の

　

方
○
本
市
の
職
員
を
含
む
行
政
関
係
の
職
員
ま

　

た
は
市
議
会
議
員
で
な
い
方

○
本
市
の
合
計
４
以
上
の
審
議
会
な
ど
の
委

　

員
で
な
い
方

　

２
名

　

６
月
29
日
（
金
）
ま
で

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

応
募
の
理
由
を
明
記
し
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募
く
だ
さ
い

（
様
式
自
由
）。

　

子
育
て
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
の

　

出
展
者
な
ど
募
集

　

10
月
28
日
（
日
）
９
時
～
16
時
（
予
定
）

　

伊
予
三
島
運
動
公
園
体
育
館

◆
飲
食
・
物
品
販
売
ブ
ー
ス
出
展
者
募
集

　

子
育
て
フ
ェ
ス
タ
の
主
旨
に
賛
同
し
、
原

　

プ
ー
ル
監
視
員
募
集

　

７
月
20
日
（
金
）
～
８
月
26
日
（
日
）

　

伊
予
三
島
運
動
公
園
プ
ー
ル

　

監
視
、
受
付
、
清
掃

　

高
校
生
以
上

　

６
月
１
日
（
金
）
～

　
　

伊
予
三
島
運
動
公
園
体
育
館

　

28
・
６
０
７
１

則
テ
ン
ト
や
机
な
ど
の
出
展
資
材
を
自
前
で

用
意
で
き
る
方

　

１
小
間
（
３
㍍
×
３
㍍
）
１
５
０
０
円

◆
イ
ベ
ン
ト
準
備
・
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

会
場
に
飾
り
付
け
る
万
国
旗
の
制
作
や
当

日
の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

　
　

し
こ
ち
ゅ
～
・
ほ
こ
ほ
こ
ネ
ッ
ト
事
務

局
（
こ
ど
も
課
内
）　

28
・
６
０
２
７

◆
手
話
サ
ー
ク
ル
て
ま
り

　

７
月
24
日
～
８
月
28
日
（
毎
週
火
曜
日
・

全
５
回
）
19
時
30
分
～

※
８
月
14
日
は
休
講

　

土
居
福
祉
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
室

　

小
学
生
以
上

※
学
生
は
保
護
者
の
送
迎
が
可
能
な
方

　

20
名
程
度

　

無
料

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
３
９

　

書
類
選
考
後
、
応
募
者
全
員
に
結
果
を
通

知
し
ま
す
。

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

　
　

教
育
総
務
課　

28
・
６
２
９
３

〒
７
９
９
・
０
４
９
７　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　

28
・
６
０
６
０

　

k
y
o
u
i
k
u
s
o
m
u
@
c
i
t
y
.
s
h
i
k
o
k
u
c
h
u
o
.

ehime.jp



障
が
い
の
あ
る
方
へ

　

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
で
一
定
の

　

障
が
い
の
あ
る
方
は
、
後
期
高
齢
者

　

医
療
保
険
に
加
入
で
き
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
る

と
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
原
則
１
割
と
な

り
、
保
険
料
も
現
在
の
国
民
健
康
保
険
料
な

ど
に
比
べ
て
安
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
保
医
療
課　

後
期
高
齢
者
医
療
係

　

28
・
６
０
１
７

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推
進

　

に
つ
い
て
の
賛
同
企
業
・
団
体
募
集

　

市
の
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推
進

に
賛
同
い
た
だ
け
る
、
企
業
や
団
体
を
募
集

し
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
第
２
次
四
国
中
央

市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
の
内
容
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
賛
同
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
賛

同
書
を
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
（
賛
同
書
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

　
　

地
域
振
興
課　

28
・
６
０
１
４

〒
７
９
９
・
０
４
９
７　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　

28
・
６
０
５
７

　

josei@city.shikokuchuo.ehime.jp

　

四
国
中
央
紙
ま
つ
り
に
参
加
し
よ
う

◆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集
！

　

７
月
28
日
（
土
）
10
時
～
16
時

　

７
月
29
日
（
日
）
10
時
～
15
時

　

紙
ま
つ
り
会
場
（
駅
通
り
商
店
街
）

　

60
小
間
（
先
着
順
、
１
組
に
つ
き
１
日
２

小
間
ま
で
）

　

６
月
１
日
（
金
）
～
６
月
29
日
（
金
）

　

申
込
書
に
料
金
を
添
え
て
産
業
支
援
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
電
話
申
込
不
可
）。

　

１
小
間
あ
た
り
１
日
５
０
０
円

◆
フ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集
！

　

７
月
28
日
（
土
）
11
時
30
分
～
15
時

　

紙
ま
つ
り
会
場
（
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
）

　

会
場
の
空
き
時
間
と
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し

て
紙
ま
つ
り
に
参
加
（
営
利
目
的
禁
止
）

　

６
月
１
日
（
金
）
～
６
月
22
日
（
金
）

　

申
込
書
を
産
業
支
援
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
電
話
申
込
不
可
）。

　
　

産
業
支
援
課　

28
・
６
１
８
６

　

〔
商
工
会
館
（
市
役
所
西
隣
）
５
階
〕

　

第
50
回
み
な
と
祭
お
ど
り
大
会

　

「
カ
ミ
ン
バ
連
」
募
集
！

　

「
カ
ミ
ン
バ
」
と
は
、「
紙
」
と
「
サ
ン
バ
」

を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
も
の
で
、
軽
快
な
リ
ズ

ム
の
踊
り
で
紙
の
ま
ち
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
グ
ル
ー
プ
で
カ
ミ
ン
バ
連
を

作
り
、
お
ど
り
大
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
人
数
・
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

７
月
23
日
（
月
）
17
時
～
21
時
（
予
定
）

※
荒
天
時
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

三
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

　
　

カ
ミ
ン
バ
実
行
委
員
会
事
務
局
（
観
光

交
通
課
内
）　

28
・
６
１
８
７

昨年のみなと祭おどり大会「カミンバ」の様子

　

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
募
集

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
施
策

に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
市
男
女
共
同
参
画

審
議
会
委
員
の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。

任
期　

８
月
１
日
～
（
２
年
間
）

※
審
議
会
が
年
２
回
程
度
開
催
さ
れ
ま
す

報
酬　

審
議
会
１
回
に
つ
き
７
２
０
０
円

応
募
要
件

○
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
20
歳
以
上
の

　

方
○
本
市
の
職
員
を
含
む
行
政
関
係
の
職
員
ま

　

た
は
市
議
会
議
員
で
な
い
方

○
本
市
の
合
計
４
以
上
の
審
議
会
な
ど
の
委

　

員
で
な
い
方

　

２
名

　

６
月
１
日
（
金
）
～
６
月
29
日
（
金
）

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
応
募

の
理
由
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
考
え
方

を
明
記
し
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
（
様
式
自

由
）。

　

書
類
選
考
後
、
応
募
者
全
員
に
結
果
を
通

知
し
ま
す
。

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

　
　

地
域
振
興
課　

28
・
６
０
１
４

〒
７
９
９
・
０
４
９
７　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　

28
・
６
０
５
７

　

josei@city.shikokuchuo.ehime.jp

昨年の紙まつりの様子



内容 日時 場所 問い合わせ先

パソコンワード初級講座
※要事前申し込み

6/8（金）・6/15（金）・
6/22（金）・6/29（金）
10：00 ～ 12：00

福祉会館 3階　会議室・
商工会館 1階　会議室

障がいピアサポート
センター　24-0439

県委託療育等支援事業
（講師派遣など）

随時
支援の必要な方が通う事業所・
幼稚園・保育園・学校など

澄心そうだんさぽーと
22-3311（鈴木）

発達に心配がある未就園・未就学
のお子さんの親子あそびと相談
（発達支援課事業）

週 2回（火・金曜日）
みしま児童センター・
川之江ふれあい交流センター

澄心そうだんさぽーと
22-3311（鈴木）

障がい者の就労相談・支援、
事業所からの雇用相談
※来所による相談は要予約

月～金曜日
9：00 ～ 17：30

サンハイツ三島中央 1階
（三島中央 3-13-12）

ジョブあしすと UMA
23-6558（ファクス兼）

障がいのある方へ　相談・支援事業

相　

談

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　

６
月
20
日
（
水
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

（
原
則
毎
月
第
３
水
曜
日
に
開
催
）

　

専
門
家
と
一
緒
に
、
楽
し
く
認
知
症
の
理

解
を
進
め
る
た
め
の
学
習
や
予
防
、
相
談
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

１
０
０
円
（
お
茶
・
お
菓
子
付
き
）

　
　

生
協
宇
摩
診
療
所　

25
・
０
１
１
４

　

（
寒
川
町
２
９
１
２
・
１
）

　

も
の
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
体
験
（
無
料
）

　

心
配
な
も
の
忘
れ
を
早
期
に
発
見
し
、
予

防
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
「
も
の
忘
れ
相
談
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
体
験
で
き
ま
す
。
１
人
５
分

程
度
で
簡
単
に
で
き
ま
す
！

　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７

日時 場所

 6/6（水）・7/4（水）

 13：30 ～ 15：00

 高齢介護課

 （福祉会館 2階）

 6/12（火）

 13：30 ～ 15：00

 土居福祉窓口

 （土居窓口センター 1階）

 6/19（火）

 10：30 ～ 12：00
 金田公民館

※予約不要

　

ほ
っ
と
ひ
と
い
き
み
か
ん
カ
フ
ェ

　

（
無
料
）

　

６
月
24
日
（
日
）
10
時
～
11
時
30
分

　

介
護
老
人
保
健
施
設
ア
イ
リ
ス
４
階　

地

域
交
流
ホ
ー
ル
（
上
分
町
７
３
２
・
１
）

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
の
情
報
交
換

の
場
で
す
。
今
回
は
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

個
別
相
談
も
あ
り
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
し
か
わ

　

58
・
０
０
６
５

　

子
育
て
総
合
相
談

　

性
格
や
生
活
習
慣
、
心
身
の
発
達
、
家
族

関
係
、
学
校
生
活
、
非
行
問
題
、
家
庭
環
境

な
ど
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

※
訪
問
な
ど
で
相
談
員
が
不
在
の
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

相
談
窓
口

　

こ
ど
も
課　
　
　
　

28
・
６
０
２
７

　

川
之
江
福
祉
窓
口　

28
・
６
１
８
２

　

土
居
福
祉
窓
口　
　

28
・
６
３
２
１

　

認
知
症
の
語
ら
い
（
無
料
）

　

６
月
15
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15
時

　

（
原
則
毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
催
）

　

中
之
庄
公
民
館

　

参
加
者
同
士
の
交
流
・
情
報
交
換
、
医
療
・

福
祉
職
に
よ
る
勉
強
会
な
ど

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
愛
媛
県
支
部

　

０
８
０
・
３
７
４
０
・
０
６
９
７
（
大
澤
）

　

不
動
産
無
料
相
談
（
要
予
約
）

　

６
月
14
日
（
木
）
13
時
～
17
時

　

宇
摩
建
設
会
館
３
階
（
三
島
宮
川
）

　

相
談
日
前
日
ま
で
の
13
時
～
17
時
に
電
話

予
約
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
　

愛
媛
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
四
国
中

央
地
区
連
絡
協
議
会　

24
・
２
２
３
５

　

無
料
特
許
相
談
（
要
予
約
）

　

７
月
２
日
（
月
）
13
時
～
16
時

　

四
国
中
央
商
工
会
議
所
〔
旧
川
之
江
保
健

セ
ン
タ
ー
（
金
生
町
下
分
７
８
９
・
１
）〕

　

相
談
日
の
５
日
前
ま
で
に
電
話
予
約

　
　

四
国
中
央
商
工
会
議
所　

特
許
相
談
係

　

58
・
３
５
３
０



人
権
擁
護
委
員
制
度　

創
設
70
周
年

　

人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
昭
和
23
年
７

月
に
誕
生
し
、
平
成
30
年
に
創
設
70
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
で
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と

し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
み
な

さ
ん
の
相
談
に
応
じ
る
存
在
と
し
て
各
市

町
村
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
周
知
す

る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重
の
大
切
さ
を
呼

び
か
け
る
日
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
の
各
市
町
村
に
約
１
万
４
千

人
の
人
権
擁
護
委
員
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、

本
市
で
は
、
川
之
江
・
新
宮
地
域
８
人
、

三
島
地
域
７
人
、
土
居
地
域
５
人
、
総
勢

20
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
、
法
務
大
臣
の

委
嘱
を
受
け
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
ま
ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん

か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
た
り
、
法
務
局
の
職
員
と
協

力
し
て
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
を
救
済

し
た
り
、
人
権
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
一
つ
で
あ
る
人
権
相
談
活

動
は
、
地
域
で
の
相
談
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
毎
週
水
曜
日
に
松
山
地
方
法
務
局
四

国
中
央
支
局
で
実
施
し
て
い
る
常
設
人
権

相
談
や
、
市
内
３
地
域
（
川
之
江
文
化
セ

ン
タ
ー
、
新
宮
公
民
館
、
土
居
福
祉
セ
ン

タ
ー
）
で
実
施
し
て
い
る
特
設
人
権
相
談

所
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）
が
あ
り
、
差
別
、

暴
行
、
虐
待
、
体
罰
、
い
じ
め
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
に
つ
い
て
の
相
談
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
近
く

の
特
設
人
権
相
談
所
、
ま
た
は
松
山
地
方

法
務
局
四
国
中
央
支
局
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

常
設
相
談
所

　

毎
週
水
曜
日
は
人
権
擁
護
委
員
が
常
駐

し
、
主
に
面
接
ま
た
は
電
話
に
よ
る
人
権

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
　

松
山
地
方
法
務
局
四
国
中
央
支
局

　

23
・
２
４
０
７

　

（
三
島
中
央
５
・
４
・
31
）

人
権
の
日
学
習
会

　

６
月
11
日
（
月
）
19
時
30
分
～

　
　

川
之
江
隣
保
館　

28
・
６
２
５
４

ヨ
ガ
教
室
（
無
料
）　

生
徒
募
集

　

６
月
11
日
～
平
成
31
年
２
月
（
毎
月
第
２
・

第
４
月
曜
日)

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

「
ヨ
ガ
」
に
よ
る
正
し
い
姿
勢
、
深
い
呼

吸
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
＆
集
中
な
ど

　

20
名
程
度

　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
ス
ト
レ
ッ
チ
マ
ッ
ト
）、

タ
オ
ル

　

石
村　

慶
さ
ん
（
全
米
ヨ
ガ
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

　
　
　

土
居
隣
保
館　

28
・
６
３
５
６

じ
ん
け
ん
広
場

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
？
と
思
っ
た
ら
…

　

悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
、

新
し
い
タ
イ
プ
の
手
口
が
次
々
に
発
生
し
ま

す
。
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
信
頼
で
き
る
身
近
な
人

や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル
で
、
お
金

を
払
っ
て
し
ま
う
と
返
し
て
も
ら
う
こ
と
は

大
変
で
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
支
払
う
前
に

対
処
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
支
払
っ
た
後

に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
事
業
者
に
解
約

を
申
し
出
る
に
も
、
期
間
の
制
限
が
あ
り
ま

す
。
な
る
べ
く
早
く
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
を
す
る
と
き
の
準
備

　

相
談
内
容
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た

め
、
経
緯
な
ど
を
メ
モ
し
て
整
理
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
契
約
書
や
領
収
書
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
関
係
資
料
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
は
ご
本
人
か
ら
が
原
則

　

ど
の
よ
う
な
状
況
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

言
わ
れ
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
を
正
確

に
伝
え
な
い
と
相
談
員
が
適
切
に
判
断
で
き

ま
せ
ん
。
ご
本
人
が
相
談
で
き
な
い
場
合
は
、

ご
本
人
の
了
解
を
得
て
事
前
に
よ
く
話
を
聞

い
て
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
窓
口
が
分
か
ら
な
い

と
き
、
急
い
で
相
談
し
た
い
と
き

　

「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
１
８
８
）」
へ

電
話
を
か
け
る
と
、
最
寄
り
の
消
費
生
活
相

談
窓
口
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、
土
・
日
・
祝

日
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
お
近
く
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
開
所
し
て
い
な
い
場
合

も
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
電
話
が
つ
な
が

り
ま
す
（
一
部
地
域
や
年
末
年
始
、
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
の
建
物
点
検
日
を
除
く
）。
た

だ
し
、
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
一
部
の
電
話
か
ら
は

つ
な
が
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
困
っ
た
時
は
ピ
ピ
ッ
と
相
談
！

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

市
民
く
ら
し
の
相
談
課　

28
・
６
１
４
３

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

１い

や

や

８
８

　

東
予
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

出
張
相
談
（
要
予
約
・
無
料
）

　

６
月
４
日
（
月
）・
18
日
（
月
）
13
時
～
17
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
国
中
央
１
階　

相
談
室

　

就
職
で
お
悩
み
の
15
歳
～
39
歳
の
方
ま
た

は
そ
の
保
護
者

　

１
人
１
時
間
の
相
談
で
１
日
４
名
ま
で

　
　

東
予
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

０
８
９
７
・
32
・
２
１
８
１

　

（
新
居
浜
市
繁
本
町
８
・
65
）

　

青
少
年
の
生
活
悩
み
相
談
（
無
料
）

　

９
時
～
20
時
の
間
で
随
時

　

電
話
ま
た
は
面
接

　

15
歳
～
20
歳
の
方
ま
た
は
保
護
者
な
ど

　
　
　

自
立
援
助
ホ
ー
ム
て
ぃ
ー
だ

　

74
・
３
５
３
８

　

（
土
居
町
小
林
18
・
３
）



相談日は変更する場合があります。事前に電話でお問い合わせください。

 法律相談　※要予約会場の受付は相談日前日 17：15 まで

 6/ 5（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江文化センター 1階

 社会福祉
 協議会

28-6127

 6/ 8（金） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 6/19（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江文化センター 1階

 6/20（水） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 6/27（水） 13：30 ～ 15：30  土居福祉センター※要予約

 7/ 3（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江文化センター 1階

 7/10（火） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 司法書士相談　※相談日前日 17：15 までに要予約

 6/ 5（火） 13：00 ～ 16：00  福祉会館1階　相談室2・3
 社会福祉
 協議会

28-6127

 6/13（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 7/ 4（水） 13：00 ～ 16：00  福祉会館1階　相談室2・3

 7/11（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 人権相談

 6/ 4（月） 13：00 ～ 15：00  川之江文化センター 4階 人権施策課

28-6073 6/11（月） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 松山地方法務局四国中央支局
 23-2407

 年金出張相談　※要予約

 6/ 7（木）10：00 ～ 14：30 受付

 川之江文化センター 4階

 新居浜
 年金事務所

（0897）
35-1445

 6/21（木）10：00 ～ 14：30 受付

 7/ 5（木）10：00 ～ 14：30 受付

 7/19（木）10：00 ～ 14：30 受付

 行政相談

 6/ 4（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

総務調整課

28-6002

 6/11（月） 9：00 ～ 12：00  土居窓口センター 1階

 6/11（月）10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 6/19（火）13：30 ～ 15：30  川之江文化センター 2階

 6/25（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

 7/ 2（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

 7/ 9（月） 9：00 ～ 12：00  土居窓口センター 1階

 7/10（火）10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 一般・消費・ＤＶ相談（相談窓口）

 6/ 5（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 市民くらし
 の相談課

28-6143

 6/ 7（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 6/12（火） 9：00 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

 6/14（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 6/21（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 6/28（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 7/ 3（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 7/ 5（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 7/10（火） 9：00 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 市民くらしの相談課
 （市役所 2階）

 暴力団相談

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 愛媛県暴力追放推進センター
 089-932-1893

６月の相談日程

今月の納期
市県民税　1期分

保育園保育料　6月分

幼稚園使用料　6月分

市営住宅使用料　6月分

市営住宅駐車場使用料　6月分

※納期限　7月 2日（月）

水道料金　5月分

下水道使用料　5月分

※納期限　6月 11 日（月）

障がいのある方へ
指定相談支援事業所

 基幹相談支援センター

　 28-6154　　 8：30 ～ 17：15

 澄心そうだんさぽーと

　 22-3311　　 9：00 ～ 18：00

 光と風

　 22-4020　　 9：00 ～ 17：00

 障がい者相談支援センター

　 28-6135　　 8：30 ～ 17：15

 ひまわり

　 22-3802　　 8：00 ～ 17：00

 相談サポート　優

　 72-8080　　 8：30 ～ 17：30

 四つ葉

　 57-0426　　 9：00 ～ 18：00

 市児童発達支援センター

　 28-6266　　 8：30 ～ 17：15

 相談さぽーと　夢の種

   29-5503　　 9：00 ～ 18：00

各種人権相談専用ダイヤル

○こどもの人権 110 番

　0120-007-110

○女性の人権ホットライン

　0570-070-810

○外国語人権相談ダイヤル

　0570-090-911

○みんなの人権 110 番

　0570-003-110



※川之江、新宮地域にお住まいの方へ：健診・育児相談場所は川之江ふれあい交流センター（市民会館川之江会館隣）です。
※お住まいの地域以外の健診日程で受診したい場合は、事前に下記までご連絡ください
●母子健康手帳と健診問診票（育児ノートから切り取って）をご持参ください。
● 1歳 6か月児健診・3歳児健診は歯科健診がありますので歯磨きをしてお越しください。
●健診当日、お子さんの体調が優れない場合は、無理をせず体調が回復してから受診するようにしましょう。
●上記相談日以外でも、妊娠や育児に関する相談は随時行っていますので、お気軽にご相談ください。

四国中央市保健センター 28-6054  保健推進課川之江窓口 28-6214   保健推進課土居窓口 28-6350問

■とき　6/30（土） 10：00 ～ 11：30
■ところ　四国中央市保健センター 2階　健康指導室
　　　　　（託児スペース有り）
■内容　熱中症と食中毒などについて、育児相談
■対象　ファミリーサポートセンター会員及び子育てに
　　　　関心のある方
■講師　市保健師　
■申し込み・問い合わせ先
　四国中央市ファミリーサポートセンター　28-6150

♪　からだとこころの健康づくり講習会 （無料）

　「悩むより気軽に検査、得る安心」

　県では、6 月 1 日（金）～ 6 月 7 日（木）を平成 30 年
度「愛媛県 HIV 検査普及週間」として平日夜間のエイズ
相談・HIV 検査を実施します。
■とき　6/7（木）17：30 ～ 19：00
　　　　※前日までに申し込みください
　　　　（検査結果は、採血 30 分後にお知らせ）
■ところ・申し込み先　 
　四国中央保健所　23-3360（内線 234） 

♪　平日夜間のエイズ相談 ・ ＨＩＶ検査　
　　　（予約制 ・ 無料）

　簡単、便利、すばやくできる！基本を学びましょう。
■とき　6/29（金）9：30 ～ 11：30
■内容　離乳食の進め方や工夫の話、初期の調理実習
■対象　生後 5～ 6か月のお子さんの保護者
■定員　10 名  
■持参品　母子健康手帳、筆記用具、エプロン、　
　　　　　バンダナ、手拭きタオル
■申込期限　6/25（月）まで
■ところ・申し込み先　四国中央市保健センター
                      28-6054
※お子さん連れの場合はおんぶひもをご持参ください

♪　離乳食セミナー　（予約制 ・ 無料）

　定期接種の対象者の方は早めに接種を受けましょう！

　現在、麻しん（はしか）風しん定期予防接種は、予防
接種の効果を高めるために 2 回接種するようになってお
り、1 回目の接種を 1 歳児（第 1 期）で、2 回目の接種
を年長児（第 2期）で接種するようになっています。
■平成 30 年度　定期接種対象者
第 1期　1歳児
　　　接種期限　2歳の誕生日の前日まで
第 2期　5歳以上 7歳未満の者で、小学校就学前の 1年間
　　　（平成 24 年 4 月 2 日～平成 25 年 4 月 1 日生まれ）
　　　接種期限　平成 31 年 3 月 31 日まで
■接種場所　委託医療機関
　　　　　　※市外で接種を希望する方は事前に申請が
　　　　　　必要ですので、保健センターへお問い合わ
　　　　　　せください
■費用　無料　
　　　　※期限を過ぎると全額自己負担になります
■持参するもの　予診票、接種券、母子健康手帳
■問い合わせ先　四国中央市保健センター　28-6054

♪　麻しん （はしか） 風しん混合予防接種を
　　 受けましょう！

お住まい
（地域）

育児相談
妊婦相談

4か月児健診 1歳6か月児健診 3歳児健診

Ｈ30年1月生 Ｈ30年2月生 Ｈ28年11月生 Ｈ28年12月生 Ｈ27年5月生 Ｈ27年6月生

川之江
新宮

6/11（月）
13：30～ 15：00

6/7（木）
13：00 ～ 13：45

7/5（木）
13：00 ～ 13：45

6/21（木）
13：00 ～ 13：45

7/12（木）
13：00 ～ 13：45

6/14（木）
13：00 ～ 13：45

7/26（木）
13：00 ～ 13：45

川之江ふれあい交流センター（市民会館川之江会館隣）

三島
6/28（木）

13：30～ 15：00
6/12（火）

13：00 ～ 13：45
7/10（火）

13：00 ～ 13：45
6/19（火）

13：00 ～ 13：45
7/17（火）

13：00 ～ 13：45
6/5（火）

13：00 ～ 13：45
7/3（火）

13：00 ～ 13：45

四国中央市保健センター

土居
7/20（金）

10：00～ 11：30
6/1（金）13：00 ～ 13：45

土居こども館 土居窓口センター 3階 四国中央市保健センター

乳幼児健診・育児相談・妊婦相談　～子どもの健やかな発育のために～

四国中央市保健センターで受診できない土居地域の方は、
土居窓口センター 3階で行われる 1歳 6 か月児・3歳児健
診にお越しください
とき：6/15（金）13：00 ～ 13：45



休日当番医　　診療時間　9：00 ～ 18：00
※都合により変更する場合があります

月日 東部 西部

6/3
芝医院
56-4811（妻鳥）

栗整形外科病院
24-5550（中之庄）

6/10
岸田ﾒﾃﾞ
56-0188（妻鳥）

西岡病院
24-5511（三島金子）

6/17
福田医院
23-2188（下柏）

恵康病院
74-7600（土居町蕪崎）

6/24
豊永医院
56-3037（金田町金川）

ふく整形外科
74-0029（土居町中村）

7/1
加地医院
23-2039（三島中央）

青野医院
74-7470（土居町津根）

7/8
矢部内科
23-5018（三島宮川）

白石医院
25-0777（豊岡町豊田）

急病などで困った時は !

救急外来は、夜間などの急病に対して応急的な処置
を行うところです。休日・夜間に平日の昼間と同じ
ような感覚で安易に救急外来を受診することのない
よう、適切な救急医療機関の利用をお願いします。

お願い

○テレガイド（休日・夜間救急当番医など）

23-5990

消防署につながります。自動音声でその日の夜間
救急病院の病院名と電話番号、また急患医療セン
ターの電話番号を教えてくれます。

○病院案内

28-9119

消防署につながります。担当者が症状などを聞いて
どこの病院へ行けばよいか案内します。

○小児救急医療電話相談

089-913-2777 または ＃ 8000（携帯・プッシュ回線）

医師や看護師などが家庭での応急対処の方法や医療
機関受診について教えてくれます。

◎急患医療センター（内科・小児科）

56-1913　妻鳥町 1501-1 （妻鳥小学校西側）

【診療時間】月曜日～土曜日　19：30 ～ 22：30
　　　　　 （日曜日・祝日は休診）　

※急患医療センターの診療は、宇摩医師会の有志の先生方の
ご協力により実施しています

　ご自身やご家族の身体と心の健康について、気になる
ことや、相談したいことはありませんか？
■とき　6/20（水）・7/18（水） 9：00 ～ 11：00
■ところ　四国中央市保健センター
■内容　健康相談、血圧測定、尿検査、体脂肪測定、
　　　　血管年齢測定、唾液ストレスチェックなど
■申し込み・問い合わせ先　四国中央市保健センター
　　　　　　　　　　　　　28-6054

♪からだとこころの健康相談（予約制・無料）

　広報５月号同封の「四国中央市
総合健診カレンダー」中面に掲載
しております、セット検診の 50
歳代以上の一例が、「女性の場合」
と表記しましたが、正しくは男性
の場合です。お詫びして訂正いた
します。
■問い合わせ先　
　四国中央市保健センター　
　28-6054

広報 5 月号同封の「四国中央市総合健診カ
レンダー」における内容のお詫びと訂正

正）男性の場合

　

♪顔
が ん ば

晴れサロン（申し込み不要・無料）

　がんを体験された方、またそのご家族のみなさん、
お悩みの相談など、みなさんと一緒にお話ししません
か。
■とき　6/22（金）14：00 ～ 16：00
■ところ　四国中央病院新館　新カンファレンス室
■内容　14：00 ～笑いヨガ　15：00 ～茶話会
■講師　鈴木孝子さん（認定笑いヨガティーチャー）
■問い合わせ先　四国中央病院　地域医療連携室
　　　　　　　　58-3515

■とき　6/19（火） 15：00 ～ 16：00
■ところ　四国中央病院 3階　講堂
■内容　突然に目の前で人が倒れた
　　　　とき、どのように対応すれ
　　　　ばよいか
■講師　西山誠一さん　
　　　　（四国中央病院副院長）
■問い合わせ先　四国中央病院　総務課　58-3515

♪第 37 回　四国中央病院市民公開講座
（申し込み不要・無料）

　健康づくりに関する知識を一緒に学びましょう！
■とき　7/18（水） 13：30 ～ 15：00
　　　　(両教室の 2回目です )
■内容　聞いてみよう！お医者さんの話
　　　　　～そうだ！検診、行こう～　
■講師　濵田信一さん　
　　　　（四国中央病院健康管理センター長）
■ところ・申し込み先　四国中央市保健センター
　　　　　　　　　　　28-6054

♪「健康づくりサポーター養成講座」＆
　「知っ得！ゼミ」合同開催！！（予約制・無料）

ｨｶﾙｸﾘﾆｯｸ



　
　
　
　
　

川
之
江
図
書
館

小
枝
ク
ラ
フ
ト

　

～
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
～

　

６
月
30
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　

幼
児
～
小
学
生
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

　

30
名　

※
要
申
し
込
み

　

６
月
５
日
（
火
）
９
時
～

　

１
０
０
円
（
材
料
費
）

　

薦
田
敏と

し
ろ
う良

さ
ん

三
島
図
書
館

キ
ッ
ズ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ　

※
無
料

　

６
月
28
日
（
木
）
10
時
30
分
～
11
時
15
分

　

未
就
学
児

　

15
名　

※
要
申
し
込
み

　

６
月
５
日
（
火
）
９
時
～

　

日
本
語
と
英
語
で
の
絵
本
な
ど
の
読

み
聞
か
せ

　

エ
イ
ブ
ル
・
カ
ー
さ
ん

土
居
図
書
館

図
書
・
雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

６
月
９
日
（
土
）
・
10
日
（
日
）

　

９
時
～
17
時

６月の休館日

川之江図書館・

三島図書館

毎週月曜日・29（金）

おやこ図書館

毎週月曜日・30（土）

土居図書館

毎週月曜日・

13（水）～ 22（金）

※特別整理期間のため

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
ほ
か
の
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト
や
お

は
な
し
会
の
日
程
な
ど
は
、
紙
の
ま
ち
図

書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
各
図
書

館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

川
之
江
図
書
館

お
は
な
し
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
（
幼
児
～
）

　

６
月
23
日
（
土
）
14
時
～

お
や
こ
図
書
館

お
や
こ
で
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
）

　

６
月
９
日
（
土
）
10
時
30
分
～

三
島
図
書
館

お
は
な
し
ら
っ
こ
（
乳
児
～
）

　

６
月
16
日
（
土
）
10
時
～

土
居
図
書
館

ベ
ビ
ー
ド
ー
ナ
ツ
の
お
は
な
し
会

（
乳
幼
児
）

　

６
月
６
日
（
水
）
10
時
～

お
は
な
し
会

川之江図書館　28-6256

三島図書館　　28-6053

土居図書館　　28-6354

おやこ図書館　28-6258

検索紙のまち図書館

４
月
２
日
か
ら
業
務
を
開
始
し

た
川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
（
市
民
会
館
川
之
江
会
館

隣
） 内容

参加費

定員

募集期限

対象者

講師

持参品

問い合わせ先

申込方法・申込先

土居

キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
コ
ス
モ

ス
」
参
加
者
募
集
！

６
月
27
日
（
水
）
10
時
～
11
時
30
分

　

親
子
ま
た
は
保
護
者
だ
け
で
も

Ｏ
Ｋ
で
す　

　

28
・
６
３
５
８

三島

親
子
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

７
月
４
日
～
８
月
１
日　

19
時
30

分
～　

※
毎
週
水
曜
日（
全
５
回
）

三
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
三

島
小
学
校
体
育
館

　

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
な
ど

　

28
・
６
０
６
３

川滝

川
滝
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

6
月
23
日
（
土
）
13
時
30
分
～
　

　

お
お
む
ね
50
歳
ま
で
の
方

※
男
性
は
市
内
在
住
の
方
の
み

　

男
女
各
15
名

　
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

　

６
月
19
日
（
火
）
ま
で

　

５
０
０
円

　

28
・
６
２
５
２

長津

ス
マ
イ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

６
月
16
日
（
土
）
９
時
～

長
津
小
学
校
体
育
館

　

６
月
７
日
（
木
）
ま
で

　

長
津
公
民
館
ま
た
は
地
域
役
員

ま
で
（
初
心
者
も
大
歓
迎
！
）

　

28
・
６
３
６
２

天満

「
子
育
て
お
し
ゃ
べ
り
館
」
に

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
！

６
月
19
日
（
火
）
10
時
～
11
時
30

分
（
途
中
参
加
可
）

※
毎
月
第
３
火
曜
日

　

お
は
な
し
会
と
た
な
ば
た
飾
り

作
り

　

未
就
園
児
と
保
護
者
（
お
孫
さ

ん
を
見
て
い
る
方
も
ど
う
ぞ
）

　

28
・
６
３
６
０

６
月
１
日
（
金
）
か
ら
読
書
通
帳
が

新
し
く
な
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で
、
対
象
に

な
り
ま
す
。

川之江ふれあい

交流センター

開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
ふ
れ
あ
い
・
か
ぁ
ー
ね
バ
ル
！
」

6
月
24
日
（
日
）
10
時
～
15
時

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
音
楽
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
三
世
代

が
楽
し
く
交
流

　

28
・
６
２
４
７

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

６
月
10
日
（
日
）
８
時
30
分
～

中
曽
根
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
中
止

　

28
・
６
０
６
１

め
ん
ず
セ
ミ
ナ
ー「
そ
だ
ね
ー
！
」

初
回
講
座

６
月
27
日
（
水
）
10
時
～

※
毎
月
第
４
水
曜
日
に
実
施
予
定

　

料
理
教
室

　

男
性
な
ら
ど
な
た
で
も

　

５
０
０
円
（
材
料
費
な
ど
）

　

28
・
６
０
６
１

※
随
時
会
員
募
集
中
で
す

中曽根



まちの話題

市役所川之江庁舎閉庁式3/30

　長きにわたり旧川之江市と四国中央市の市政発展を

見届けてきた川之江庁舎が、老朽化のため取り壊され

ることとなり、感謝と別れの意を込めて閉庁式が挙行

されました。閉庁式では、川之江高等学校吹奏楽部の

演奏が式典に花を添え、大勢の来場者らは、川之江庁

舎での思い出を語り合いながら、別れを惜しみました。

世界ジュニアゴルフ選手権出場報告会4/17

　篠原和樹くん（川之江小学校 5 年生）が、世界ジュニ

アゴルフ選手権日本代表選抜西日本決勝大会（9-10 歳

男子の部）で優勝し、7 月にアメリカのサンディエゴで

開催される世界選手権への出場を報告するため、市長を

表敬訪問しました。篠原市長は「自分の納得できるゴル

フができるよう頑張ってください」と激励しました。

川之江ふれあい交流センター竣工式4/19

　川之江公民館や川之江児童館などの機能を集約し、

川之江地域のコミュニティの連携拠点として業務を開

始した、川之江ふれあい交流センターの竣工式が開催

されました。式典で篠原市長は「同センターを中心とし、

地域のつながり、絆が強化されるよう大いに期待して

います」と述べました。

翠波高原菜の花まつり4/22

　晴れ渡る青空のもと、約 15 万本の菜の花に包まれた

会場では、今年もさまざまな催しが行われました。R
り ん

!N

さんのミュージックライブでは、澄んだ歌声が高原に

響き渡り、観客を魅了しました。市内外から訪れた多

くの家族連れなどは、甘い香りの漂う花園で、楽しい

時間を過ごしていました。

海上自衛隊掃海艇
「つのしま」「なおしま」一般公開

　自衛隊の活動を広く伝えようと、海上自衛隊の掃海

艇「つのしま」「なおしま」が三島川之江港 4 号岸壁で

一般公開されました。2 艇は世界最大級の木造掃海艇

で、艦内を訪れた見学者らは、隊員の説明を聞きながら、

操舵ハンドルなどの装備品をはじめ、壁や床などの木

の感触を確かめていました。

　松柏小学校で、四国中央市交通安全母の会（西川康

子会長）から新入学の 1 年生に、交通安全お守りが贈ら

れました。これは、子どもの交通事故防止と交通安全に

対する心がけを強く持って学校生活が送れるようにと願

い、同会が毎年実施しています。心を込めて作られたお

守りは、市内全小学校の新入生にも贈られました。

新入学児童交通安全お守り贈呈式4/10

4/25・26



まちの話題

金生川と銅山川で稚鮎を放流5/10・17

　金生川で銅山川鮎釣りクラブと国際ソロプチミスト

イースト愛媛による、また銅山川で銅山川漁業組合に

よる稚鮎の放流事業が行われました。金生川では市内

の園児ら約 260 人がバケツに入った 10 ㎝ほどの稚鮎を

「元気に大きくなってね」と声をかけながら川岸に並ん

で放流し、生き生きと泳ぐ稚鮎に手を振っていました。

第 40 回みしま子どもの祭典5/3

　5 月 5 日から 11 日までの児童福祉週間に合わせ、み

しま児童センターで開催されました。この催しは、子

どもの健やかな成長を願って毎年開催されており、訪

れた約 400 人の家族連れなどは、輪投げやボウリング

をしたり、そうめん流しやフランクフルトを食べたり

して、楽しい時間を過ごしていました。

イモヅル植え交流体験学習

　食育・食農教育及び異世代交流を目的に、土居高等

学校南農場で行われました。小林保育園の園児らは、

高校生のお兄さんお姉さんに手ほどきを受け、丁寧に

イモヅルを植え、大きく育てと手ですくった水をかけ

ていきました。なお、育った芋は、秋に園児たちの手

で収穫される予定です。

5/1学校給食米田植え体験会4/28

　地域における「食」と「農」の再生と定着を推進す

るため、土居町津根の長津干拓で実施されました。参

加した市内の小学生や保護者ら約 300 人は、学校給食

米「うまそだち」の苗を、泥だらけになりながらも、1

本ずつ丁寧に植えていき、豊かな実りに期待を込めて

いました。

こどもフェスティバル5/3

　川之江ふれあい交流センターで開催され、館内には

ナイロンこいのぼりなどの工作遊びのほか、妊婦・出産・

育児グッズのリユースコーナーなどが設けられました。

同センターでは初めての開催でしたが、木の香りが漂

う新築の会場内は、子どもたちの笑顔と歓声であふれ

ていました。

「金生幼稚園」「三島幼稚園」
花まつり贈呈式5/8

　市役所で認定こども園金生幼稚園と認定こども園三

島幼稚園による花まつり贈呈式が行われました。両園

では毎年、お釈迦様の誕生を祝って花まつりを行って

おり、花束と甘茶を贈呈するため、市長を表敬訪問し

ました。園児らにはお返しとして「しこちゅ～」から

お土産が渡されました。

金生幼稚園三島幼稚園 金生川 銅山川



　

五
月
の
連
休
の
あ
る
日
、こ
の
世
で
た
っ
た
一
人
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
お
ふ
く
ろ
さ
ん
を
誘
っ
て
新
宮
霧
の
森
の
レ

ス
ト
ラ
ン
へ
昼
食
に
出
か
け
た
。
あ
る
程
度
の
混
雑
は
予

想
で
き
た
が
、
駐
車
場
の
２
０
０
㍍
く
ら
い
手
前
か
ら
、

ぜ
ん
ぜ
ん
車
が
動
か
な
い
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
男
を
残

し
て
、
正
面
の
方
へ
歩
く
こ
と
に
し
た
。
お
ふ
く
ろ
さ

ん
に
は
、
車
に
乗
っ
て
お
い
で
と
言
っ
て
い
た
の
だ
が
、

少
し
後
、
歩
い
て
し
っ
か
り
追
い
か
け
て
き
た
。
元
気

で
い
て
く
れ
る
こ
と
が
、
大
変
あ
り
が
た
い
し
、
い
つ

ま
で
も
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
て
ん
や
わ
ん
や
の
混
雑
で
あ
っ
た

が
、
30
分
遅
れ
く
ら
い
で
な
ん
と
か
席
に
つ
け
昼
食
と

な
っ
た
。
運
営
会
社
の
社
長
と
し
て
は
、
に
ん
ま
り
で

は
あ
る
が
、
連
休
中
の
従
業
員
の
み
な
さ
ん
の
苦
労
は

大
変
で
あ
る
。
菓
子
工
房
、
茶
フ
ェ
も
人
で
い
っ
ぱ
い
。

お
空
か
ら
見
れ
ば
、
山
の
中
で
一
点
別
世
界
だ
ろ
う
。

新
宮
の
新
緑
の
景
色
と
初
夏
の
香
り
が
漂
う
空
気
、
暖

か
な
太
陽
の
光
と
最
高
で
あ
る
。
馬
立
川
の
せ
せ
ら
ぎ

が
バ
ッ
ク
音
楽
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
く
る
。

　

新
宮
霧
の
森
は
、
旧
新
宮
村
の
み
な
さ
ん
の
思
い
が

こ
も
っ
た
施
設
で
あ
る
。
こ
の
施
設
を
い
か
に
後
世
の

人
に
引
き
継
ぎ
、
よ
り
活
性
化
さ
せ
て
い
く
の
か
責
任

も
重
い
も
の
が
あ
る
。
お
茶
の
栽
培
を
拠
点
と
し
て
、

市
内
外
の
み
な
さ
ん
に
大
事
に
し
て
頂
け
る
内
容
に
し

て
い
け
る
か
、
私
の
背
中
に
背
負
っ
た
も
の
は
小
さ
く

は
な
い
な
！
っ
と
お
ふ
く
ろ
さ
ん
の

矍か
く
し
ゃ
く

鑠
と
し
た
姿
と
重
な
っ
て
思
っ
た
。

　

…
で
も
、
駐
車
場
対
策
、
み
な
さ
ん
、

何
か
い
い
知
恵
あ
り
ま
せ
ん
か
ね
？

四国中央市長

篠 原  実

まちの話題

　感性と想像力を最大限に引き出す環境を作るため、長

津保育園で行われました。園児らは、本市出身の芸術

士・長谷川隆子さんと一緒に、約 2,000 個の紙コップで

タワー作りなどを体験しました。紙コップで作ったスク

リーンに映像を投影すると、園児らは「キラキラしてる」

と歓声を上げていました。

保育園芸術士派遣事業5/11

　川之江体育館で開催され、県下 162 人の中学生が参

加しました。正しい技術の普及を目指し、指導者からは、

立ち技・寝技などの技術指導や柔道についての講義が

行われ、「柔道の強さだけでなく、あいさつや礼儀を重

んじる最高の柔道家を目指してください」と熱い言葉

が伝えられました。

全日本柔道連盟柔道教室5/12

四国中央掃除に学ぶ会による
トイレ清掃活動5/13

　四国中央掃除に学ぶ会（毛利久美子代表）が、三島

公園こども広場でトイレ清掃活動を行いました。同会

は、「トイレ掃除で心も美しく」をテーマに、市内小中

学校で児童・生徒や保護者たちと一緒にトイレ掃除の

実習をしたり、毎年春の桜まつり前に川之江城山公園

のトイレ清掃を行ったりしています。この日は、市内

外から参加した 12 人がそれぞれの役割を決め、心を込

めてトイレ掃除に取り組みました。

テーマ

新宮霧の森



6/9（土）10：00 ～ 13：00

霧の森第1駐車場に集合

■応募項目
件名 :「四国まんなか de 愛イベン
ト応募」
本文:氏名（フリガナ）、年齢、性別、
郵便番号、住所、携帯電話番号、
職業、メールアドレス
■応募アドレス
kikakuchosei@city.kanonji.
lg.jp
※えひめ結婚支援センターホーム
ページからも申し込みできます

6/24（日）14：00 ～

霧の森交湯～館 2階　研修室

7/14（土）　

11：00 ～ 14：30（受付 10：30 ～）

Cafe ＆ Live Studio White House
（香川県観音寺市大野原町中姫 2262-1）

観音寺市　企画課
0875-23-3917

7/1（日）9：00 ～ 12：00

JAうま富郷出張所に集合

内容

対象者

定員

持参品

募集期限・期間

申込方法・申込先参加費

講師

ファクス

問い合わせ先

6/24（日）10：00 ～

新宮町上山　中野地区

国道 319 号沿い

村上三絃道
津軽三味線演奏会

四国まんなか（三好市・観音寺市・四国

中央市）de 愛イベント in 観音寺市
～七夕から始まる出会いのキセキ～

落ち着いた雰囲気のカフェでおい
しいランチと会話を楽しみなが
ら、七夕に素敵な出会いを見つけ
ませんか。
男性 2,500 円、女性 2,000 円
20 歳～ 39 歳の独身の方
男性 15名、女性 15名
6/25（月）まで
応募項目を記入し、応募アドレス
へ Eメールで申し込み（申し込み
多数の場合は抽選）

勇壮な津軽三味線の調べを、どうぞ
お楽しみください。
霧の森交湯～館　72-2611

各種バザー、地元特産品の販売など
※新宮ICから車で約20分。当日は
混雑が予想されますので、安全運転
でお越しください
観光交通課　28-6187

茶摘み、番茶作り、こんにゃく作
り体験、昼食付き（希望者）
1,500円（1組 5名まで）
20 組（電話受付順）
　JA うま総合経済センター
　24-2311

初夏の風を感じながら、ガイドの案
内で新宮町に残る「土佐街道」の一
部を歩いてみませんか！
歩くことが好き、歴史が好き、新宮
を満喫したい方必見！
ウォーキング後に「霧の森レストラ
ン」でいただく昼食も人気です♪
2,000円（昼食・保険料などを含む）
小学生以上
12 名（最少催行人数 2名）
6/4（月）まで
　市観光協会　28-6187

お茶摘み体験 in 富郷

新宮あじさい祭り
～約 2 万株のあじさいが咲き誇るあ

じさいの里～

ガイドと歩く四国・参勤交代
の道～新宮町・霧の森界隈～

各種バザー、カラオケ大会、木工製
品の販売など
※市役所～会場間の送迎バスを運行
します（要予約）
嶺南公民館　28-6069

6/24（日）10：00 ～

下長瀬あじさい公園（富郷町）

嶺南あじさい観賞会 雨天決行

雨天決行



手漉き和紙体験実施中
毎週火・木・土・日曜日
13：00 ～ 16：00（受付 15：30 まで）

6/24（日） 
10：00 ～ 15：00（受付 9：30 ～）
JA うま生活文化センター
（松柏小学校前）

7/1（日）

10：30 ～ 12：30（10：00 開場）

土居文化会館（ユーホール）

6/10（日）～ 7/8（日）

3階　企画展示室

10：00 ～ 11：30

とき ところ 内容・対象

6/5（火） 川之江図書館 おはなし主体

6/7（木） 川之江ふれあい
交流センター 1・2歳児主体

6/11（月）川之江体育館 自由遊び主体

6/12（火）妻鳥保育園 0歳児主体

開催中～ 6/10（日）

江戸時代の儒学者・教育者である
尾藤二洲と近藤篤山。展示第１部
では、二人の先人と故郷・宇摩と
のつながりを見つめます。（全 3
部構成）

暁雨館企画展「二洲と篤山①」

～二人の先生とふるさと宇摩～

暁雨館の催し

【開館時間】9：00～ 17：00

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日      

　28-6325

七夕まつり

親子ふれあいあそび

国民文化祭健康マージャン
愛媛東予地区予選

うま！こころの健康寄席
～チョーサ寄席 inUMA ～

紙のまち資料館の催し

【開館時間】9：00～ 16：00

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

　28-6257

～紙のまちに集う～

第 28 回　郷土の作家展

7/7（土）14：00 ～

みしま児童センター

笹飾り作り、人形劇など
みしま児童センター　28-6072

7/7（土）11：00 ～ 13：00

保健センター 2階　栄養指導室

韓国料理教室

国際交流員と一緒に「チャプチェ」
「プルコギ」「プゴク（干鱈スープ）」
を作ります。
ルシア・ジュ（市 CIR）
一般 1,000 円、会員 500 円
高校生以上
30名
6/29（金）まで
　市国際交流協会　28-6014

上位 3 人を 11/18（日）に第 33 回
国民文化祭（大分県）で開催され
る、全日本健康マージャン交流大
会に推薦します。
2,000 円（軽食付き）
マージャンができる方（点数計算
ができなくても可）
48 名（先着順）
6/17（日）まで
※空きがあれば当日参加可
　健康マージャン協議会
　090-9778-7514

本市で活躍している美術芸術作家の
作品約40点を展示。
油彩画・水彩画・水墨画など各ジャ
ンルで活躍中の作家の個性あふれる
作品をご堪能下さい。

出演：芸乃虎や志（豊岡台病院院長・
精神科医）、寿亭茆町（精神科医）、
芸乃虎や志一門、豊岡笑いクラブほか
豊岡台病院　25-0088（藤原）

第 3回山内恵子個展
6/3（日）～ 6/16（土）
9：00 ～ 21：30　（初日 12：00 ～）

第 3回アートクラブ院土居作品展
6/17（日）～ 6/30（土）
9：00 ～ 21：30
（初日 12：00 ～、最終日 17：00 まで）
※休館日：毎週月曜日、祝日の翌日

ユーホールロビー展

土居文化会館（ユーホール）
28-6353

　 体操や手遊び、育児相談
※申し込み不要、誰でも参加できます
　 乳児保育所こども村　56-1310

オリジナルのはがき作りなどを体
験してみませんか。
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編 集 後 記

　四国霊場の札所を訪れましたが、外国人や四国外ナンバーの
車の多さにびっくりしました。森の中に静かにたたずむ本堂は、
全ての人を温かく迎え入れてくれている気がしました。（石）
　歩いて通勤していると、季節の変化がよくわかります。最近
は少し汗をかくようになってきました。もうすぐ梅雨、その後
は暑い夏…。そう思うと少し気が重くなります。（西）
　もうすぐ６月…。毎年時期を過ぎてから蛍の存在を思い出し
ます。今年こそ早めに情報を仕入れて蛍を見に行きたいと思い
ます。その時に、いい写真が撮れるといいんですが…。（藤）
　最近の癒しは、家族と自然の中でまったり過ごす事です。南
に法皇山脈、北に燧灘。四国中央市の素敵な立地条件への感謝
を胸に、次の休日の行き先を考えてニヤニヤしてます♪（井）

　

春の叙勲・危険業務従事者叙勲

土居高等学校同窓会総会
6/17（日）
10：30 ～ 近藤春湖さん（書家）による講演会
11：40 ～ 総会　　12：30 ～ 懇親会
土居文化会館（ユーホール）
男性 3,000 円、女性 2,000 円（20 歳未満無料）
　土居高等学校同窓会事務局　74-2017

6/9（土）　　18：00 ～ 18：30 総会　　
　　　　　　18：30 ～ 20：00 懇親会
すし半（マリエージュ高砂殿）　
3,000 円（110 周年記念につき平成生まれの方無料）
※無料送迎バスあり、お楽しみ豪華抽選会あり
川之江高等学校同窓会事務局　58-2061

川之江高等学校同窓会総会

広報 7月号は
7/1（日）発行です

次号

ふるさとアドバイザー　故郷への思いを語る

　ふるさと三島の海は、わが母なる海なのだ。母は三
島の祭り太鼓が華やかに響く 10 月 23 日に逝った。忘
れ得ぬ日である。遥か首都での忙殺の日々そして逆境
のとき、僕の胸の奥では祭り太鼓が響いていた。
　母は、みなと祭の踊り大会でいつも真ん中で踊って
いた。母を想うと、三島の海を想い浮かべると、勇気
が湧いた。すなわち、ふるさとは生きてゆく上での魂
の源であった。
　さて、ご多分に漏れず僕もまた「男児立志出郷関学
若無成死不還」の心持で東京へ向かった。大学時代は
70 年安保の学園闘争の真っ最中であった。デモや集
会に明け暮れた。学ぶことも多くあったが、失ったも
のも大きい。卒業後、作品を生み出したい、という思
いから出版社に就職した。雑誌と書籍の編集に 30 数
年携わった。その間、どんなに忙しくても、一瞬を捉
えて詠める短歌という小さな文学の器に魅かれて、打
ち込むことになった。
　こうして、多忙を理由に「ふるさとは遠きにありて
思ふもの……」という室生犀星の詩のごとく、50 歳
半ばまでふるさとと縁遠い生活を送っていた。だが、
三島高校菱門同窓会副会長から創立 85 周年の講演を
依頼され、2008 年の初秋に帰省した。そのときに、
同級生が同窓会を開いてくれたのだ。全く予期してい
なかったので、もの凄く嬉しかった。40 年ぶりの再
会である。40 年を経ても変わらない熱い思いに感動
した。
　2013 年からは書道パフォーマンス甲子園の審査員
を引き受けることになった。これを機に毎年夏に帰省
する。紙の町・三島ならではの素晴らしい大会だ。大
会終了後、同級生が集まってくれて小宴となる。友情
は永遠だ。ふるさとの海と友と母の想い出に感謝！

　うみとそらひとつになりて　

　　　　　　　　ふるさとの翠波峰立てば道ひとすぢに

【主な経歴】
昭和 49 年　早稲田大学卒業
　　　　　 株式会社集英社入社
平成 15 年　歌集「はつなつ」出版
平成 22 年　歌集 「魂柱のうた」出版
平成 27 年　駒澤大学講師就任

石川　洋一 さん

（昭和 25 年旧三島町生まれ、鎌倉市在住）

歌人（元・集英社学芸編集部編集長）

　ふるさとの祭り太鼓が聞こえ来る

　　　　　　　　　　　　　　母の命日けふを生きよと

おめでとうございます！

旭日小綬章

　越
お ち

智　滋
しげる

さん（土居町上野）/地方自治功労
　元四国中央市議
旭日単光章

　秋
あきやま

山　明
あ き お

生さん（川之江町）/地方自治功労
　天生津自治会会長
瑞宝双光章

　菅
すがはら

原　和
かずふみ

文さん（新宮町新宮）/消防功労
　元四国中央市新宮町消防団団長
瑞宝双光章

　林
はやし

　章
あきひろ

弘さん（三島宮川）/消防功労
　元四国中央市消防監
瑞宝双光章

　吉
よしおか

岡　洋
よういち

一さん（中曽根町）/消防功労
　元四国中央市消防司令長




